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昭手叫6月1日 i庶務係 細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長 倉持恭一衛生部長
|事務取扱

食品検査係の 5係制で発足。
昭和25年2月10日

山本耕一所長

昭和29年7月1日 血液銀行係を加え 6係制となるO

昭和31年 1月25日 青森県衛生研究所弘前出張所を設置するO

昭和32年6月1日 青森県血液銀行設置に伴し衛生研究所弘前出張所及|昭和32年凶日

び血液銀行係を廃止するO 木下嘉一所長

昭和33年5月1日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なるO

昭和34年 3月3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係 昭和34年8月20日

に改め 3係制となるO
秋山有所長

昭制作4月1日!庶務宗間科理仰の1室2f4 t t，J::るo

昭和43年 3月25日 青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。 青森市大字造道字沢田

(現庁舎〉

昭和叩月 1日!公害科が新設され1室3科となるo 昭和44年 4月1日

山上豊日所長

昭和48年 4月1日|科制を課制に改めるO 昭和47年9月1日

山本耕一所長

印刷月 1日!公害調査事一一一…。

昭和54年5月1日 昭和54年5月1日

秋山有所長
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組織及び分掌事務

孟言語[-1一一;庶務に関すること O
統計報告に関すること O

1 病原となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関する

ことO

2.病原となるウイルス及びリケッチャの試験研究に関

すること O

-3.血清学的試験研究に関すること O

← 一一，------←一一 一I 1-4.環境衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O
|所 長[-[次 長1-¥-[徴生物課[-1
l 一一一一.1 I_~~一一一 一一一.1 1-5.食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

1-6 寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること。
-7.臨床病理の試験研究に関すること O

8.微生物学的試験の技術指導に関すること O

卜9 実験動物の飼育に関すること。
1-10.先天性代謝異常検査等に関すること O

-1.医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ

とO

i-~2 .飲食物及び添加物の試験検査に関すること O

-3.食品器具器材の試験検査に関すること O

i - 「4 温泉及ば鉱泉の試験検査に関すること o
l戸戸手1-卜5 飲料水の試験検査に関すること o
1-6 その他理化学的試験調査及び研究に関すること O
1-7 理化学的試験の技術指導に関すること o
ト8 生活労働環境に関する調査研究に関することO
1-9.下水， し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること O
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業務概要

(微生物課)

1.調査研究

(1) 昭和57年度インフルエンザ流行予測感染源調査

昭和57年度の，全国におけるインフルエンザウイ

ルスの流行はA香港型 (H3N2型)が主流で、あった

が，分離ウイルスの間には抗原的にかなりの「ずれ」

が見られる株が出現した。

青森県におけるインフルエンザの流行は 1月から

始まったが流行の主役はA香港型であった。

本調査期間中(昭和57年 4 月 ~6 月 .10月 ~12月，

昭和58年 1 月 ~3 月) .採取うがし、液45より 8株の

インフルエンザウイルスを分離し，赤血球凝集抑制

(HI)及びノイラミダーゼ抑制 (NAI)試験で同定

した結果，すべてA香港型インフルエンザウイルス

であった。

血清診断のため得られたベア血清は42で，ワクチ

ン株で、有意の上昇を示したのは A/新潟/102/81

が10/42で.A/熊本/37/79.B /Singapore/ 

222/79に対して有意上昇はなかった。 また分離株

A/青森/1/83に対しては9/42であった。

(2) 日本脳炎感染源調査

昭和57年7月から 9月まで県内 2屠畜場(青森，

八戸〉の屠殺豚を対象に，本調査をおこなった。検

査法は赤血球凝集抑制 (HI)試験により，抗原は市

販のJaGAr#01株を用いた。 総数2∞検体中青森屠

畜場のHI価 1: 10 2例，八戸署畜場 1: 10 1例，

1 : 40 1 O-U. 1: 80 1 O-U. 1: 160 2 O-U. 1: 320 

1例を除き他はすべて 1: 10以下であった。抗体価

1 : 40以上の5例について 2メルカプトエタノール

処理を行ったが，抗体価の変動はみられなかった。

(3) 野生鳥獣からのインフルエンザウイルスの分離

野生鳥類(カモ)からインフルエンザウイルスを分

離する目的で，昭和57年 9 月~1O月の期間に有害鳥

獣駆除の目的で、射ち落されたカモ 172羽の咽頭及び

総排紐口から. 338の分離用材料を採取しウイルス

分離を試みた結果. 41株のHA陽性株を分離したO

分離株を赤血球凝集抑制(凹〉及びノイラミダーゼ

抑制 (NAI)試験で同定した結果，パラインフルエ

ンザウイルスであるNOVll株. duck/HongKong 

/03/75， 3株.duck/HongKong/199/77.4株

であったO またインフルエンザウイルスは Havo

N?亜型7株.HavoN2亜型2株.Havo Nav4亜型

1株.Havo N eq2亜型 1株， Nav7 N2亜型3株，

Hav7 Nav4亜型 1株， Nav7 Neq2亜型 1株 Hav9

N2亜型3株.Hav9 Navo 1株であった。残り 3株

は現在同定中である O

(4) 青森県における食中毒起因菌の分布に関する調査

研究

細菌性食中毒防止に関する基礎資料を得るため，

昭和55年度から環境，食品及び患者などの材料から

腸管系病原菌の検査を行い，その実態を明らかにし

てきた。

特に急性胃腸炎の病原検索は4ヶ年にわたり調査

を行った。成績は本文調査研究の項を参照。

(5) 陸奥湾内ホタテ貝及び海水における腸炎ピブリオ

に関する調査

食中毒に関わる一環として，昭和57年6月から昭

和58年3月にかけて本調査を行った。成績は本文ノ

ートの項を参照。

(6) サーベイランス事業の対象疾病「その他の感染性

下痢症Jにおける病原体調査について

本疾患の発生数はサーベイランス対象19疾患中，

常に上位を占めてし、ることから，小児下痢症患者156

名を対象に調査を行った。

成績は本文ノートの項を参照。

2. 試験検査

昭和57年度における試験検査の件数及びその成績は

次のとおりである() (表 1，表2参照〉

-4-



表 1 昭和57年度試験検査
)内は検体数

検体の内訳等と成績，備考

試験検体数!
検 査 種 別 | 一一一「一一一 | 

般|行政|

糞 便 検 査 2，υ川7万5叩oI 赤痢菌検査 ω5

| フゾパクテリウム [Fけ i州(仕1)
i ノパくクテロイデス [B. fnな羽8♂♂iμil刈(仕ω1叫) 
l … ラ 川 II均町恥川lか川机川y凶山川〕日川(但ω2) 
腸炎ビブリオ (K63:04) (1) 

|一般依頼:めん類(4)，豆類の加工品 (1)

! 魚肉ねり製品(14)，菓子類 (1)

l 豆類の加工品(1)，そうざい (1)

41 I 加熱後摂取冷蔵食品l25)

|行政依頼:ウニ(10)，生カキ(31)

こ…ち大腸開聞帥2

ブドウ球菌陽性(ω1O ) 

受付事例数9

食 中 毒 検 査 127 食品(63)，糞便(33)，吐物(2)，血液(4)，菌株(20)

成績は表2参照

12 I 

859 I 行政検査，管内保健所から送付されたもの

細菌同定検査

| 川 12 I 本文ノート参照
l20，873 

2 I おむつの細菌汚染検査

食 ロ
ロ口 検 査

水 質 査十食

風 疹

感架症サーベイ

ランス関係検査
患者定点等

からの検体

先天性代謝異常検査 l

クレチン症検査(委託) I 

そ の他(

47 

一般依頼:し尿放流水(113)，上水(197)

清掃工場排水 (48)，河川排水 (32)

これらのうち上水の大腸菌群不適格(30)

一般細菌数不適格(22)

14 

ヘルパンギーナ様患者5名よりコクサツキ-A4(1) 
及びコクサツキ-A10 (1)を検出

サルモネラ [5.tyρhimurium J (3)， ロタウイルス(3)

ヘルパンギーナ様患者3名よりコクサツキ-A4(2) 

コクサツキ-A10 (1)を検出
※ 
177 
手足口病様患者7名よりコクサツキ-A16 (2)，エン

エロ 71(3)を検出

インフルエンザ様患者9名よりH3Nz (3)を検出

サルモネラ〔以内ρhimuriumJ (2) 

※ 177倹体中156検体はサーベイランス対象疾患の「その他の感染性下痢性」患者から病原体検査を行ったも

のである口成績は本文ノート参照。
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表 2 昭和57年度当所で扱った食中毒事例

草月完|発生場所[摂食者同封死者l原因食品|病原物質 l原開|検査検体

1_ e'1~l=Ii'I3r-7 0 I 0 I (¥ I J+..-m~(+1l:<;:;:l:'1黄色ぶどう球菌 i T J:1R I 57. 4. 5 I東京都目黒区 2 I 2! 0 I生菓子(推定)I ~m~ <V:.. hj~ 不 明|食品4I ?K;r，13p t=1 ，-，，，，~ L I L i V I :J:.5R: J ¥.Jtf:;<CJ I CVE型， Ent. A) 1 T 'Y"J I 

57451胡川原市 門戸 51 0 i不 明 l 不 明(不明 i菌株5※1

I ;:11 n"'~--I---='7 6 bJ ，M;/:i A::" J:1R I 1 I {¥ I -x::" ~m 腸炎ビブリオ I T rm 1 57. 8. 7 I弘前市大字向外瀬|不明 11 I 0 I不 明| !不 明|患者糞便 1I :J.1..¥tj'JIIJ/¥.J'I'-'J/rH'Y¥ 1 '1' ':I"J I .l I V I '1' 'Y"J CK 7 : 03) 1 '1' 7J I 

1 :=E:7fç I El rb~m-r++ 1 1C1 110 I {¥ I -1-， )，r~' h I黄色ぶどう球菌 1~ A- rto' I 57. 8. 271青森県内市町村 1，161 1 12 I 0 1お「ぎり| l飲食庖|菌株6|.l，.lV.l 1 .lL i V I'-- C '/ 1 CVII型， Ent. A)i W¥ JJt. 10 1 

l岩手県宮城県 443 ! 121 0 I /f~ eJj I /j~ eJj 1 ~ 1t 151 福島県，他 443 ! 12 I 0 I不 明|不 明|飲食庖 i食品川2

、 ー 食品38，患者糞便
57と61上北郡天間林村 75 i 25 0 I不 明 lサルモネフ|給食施設|以調理従事者等

I L -lL1:ip7¥:laH!f't'J 10 I ~O I v 1 /1' ':'Jj οYPhim問問) ! iPEi '~JJæ Wt: I糞便5，菌株 1

579221南津軽郡平賀町 2 I 2 1 0 I茶わんむし l黄色ぶどう球菌|家 庭|食品 1，患者糞便I t=fj i+'l':f:1:I PT~"'J L I V I 推定 CVII型， Ent.A) I 2，患者血液2

1 5.LfliIm**W 1;-fi I 4 I 4 I 0 i存ヲFi黄色ぶどう球式 し|食品 6，患者糞便
57.11.241 弘前市大字桜ケ丘 l 4l刊。|ι(推定) 1 C刊型， EntA〉l家 挺 lh伊都?者

I 1i:e..l_ 1 ~'"' 1 ー 食品8，患者糞便
58. 1.10 I上北郡十和田湖町 58! 3.i 0 I茶わんむし |サルモネフ|ホテル |4，無発症者4，1 -.L..-iL1:IP 1 '1'1-l1-U1I.y:J"'J I JO 1 01 V 1 推定)I (tyρhimurium) I .J' / /V  1 i I ¥.'.Y1''''''''''' '11>'" / ! 菌株8

※1……5菌株をミクロコッカスと同定したが，その食中毒原性は不明。
※2…… 2検体から増菌培養で黄色ぶどう球菌， 1検体から増菌培養で4種類の血清型の腸炎ビブリオ(神奈

川現象陰性)を検出。

3. 教育研修

1)研修

① 保健所検査技術者研修を昭和57年11月26日， 27 
日の 2日間，次のテーマにより実施した。

O 風疹の疫学とその検査について，及び実習
(佐藤主任研究員)

②青森市下水処理場 入江技師

消化器系病原細菌の検査について58年1月10日

より 3月31日までに研修。
2)教育

青森県立青森高等看護学院に非常勤講師として，

微生物学を講義した。

豊川主任研究員

佐藤主任研究員

大友技師

阿部技師

(理化学課)

1.調査研究

(1) ほたて貝毒(下痢性〉に関する化学的研究

前年度にひき続き， 毒化ほたて貝の中腸腺を用

い.動物試験(マウス)で毒性を確認しながら，有

毒物質の抽出，分離，精製について検討した。

- 6 

57年度は溶媒抽出，液-液分配等一連の操作によ
り得られた油状物について精製を試みた。大量の抽

出物を処理するため安元等の方法に準じ，大型のク

ロマト管を使用し，カラムクロマト(シリカゲ‘ル)

および， ゲル炉過(セファデックスLH20)を行い

毒性画分の分取を行った。 58年度はp 更に精製を進

めるため，これらの画分について高速液体クロマト

による精製法について検討する予定であるO

(2) 青森県における温泉の経年変化調査

温泉の泉源保護と適正利用を図る目的で，昭和55

年度から県内の温泉の経年変化調査を実施してい

るO 本年度は10泉源について調査したところ， 5泉

源に泉質変化が認められたD このことより推定する

と，本県の温泉中には泉質が変化している源泉が相

当数あるものと考えられる。今後もひき続き，泉質

の経年変化及びその原因について調査検討してゆく

予定である O

(3) 栄養摂取量の地域差に関する研究

国民が日常摂取している-般的な食品の中で，地

域特性の強い豆腐，みそ， しょうゆ，つけもの類中

の Ca.Na， Feなどの必須元素の分析値は必ずし

も十分把握されていなし、。そこで，地方衛生研究所



ネットワークにより，地域毎にこれらの食品の必須

元素を分析しそれぞれの地域における摂取量を明

らかにするとともに，成人病疾患との関係も検討

し今後の栄養指導の参考に供することを目的とし

て. 3カ年計画で全国的に研究が開始されたが，当

衛生研究所も，この研究に参加した。

初年度は食ばん，豆腐，みそ， しょうゆ，たくあ

1) 食品および食品添加物等の試験 (544件)

ん漬の水分， Na， K， Ca， Mg， Fe， Clについて

調査した。

2. 試験調査

(1) 行政試験

主として環境保健部，水産部からの依頼による試

験検査であるO

検査種別 l件数 1 項 目[検 体

食品添加物 l 凶 [ 

保

着

甘

殺

発

膨

酸化

品質

油 日旨

存

色

味

菌

色

脹

防止剤

保持剤

食品

P 

残留農薬

C 

タール色素製剤製品検査

貝

抗生物質，合成抗菌剤

調査
三主主

母

(39) ソルビン酸，安息香酸ナトリウム

(39) タール色素

(11) サッカリン

( 7) 過酸化水素

(19) 亜硝酸根

( 2) ミヨウノくン

( 6) BHA 

(18) プロピレングコーノレ

11 酸価，過酸化物irtti

23 I BHC， DDT， ドリンJ剤10項目

15 PCB 

2 確認試験，純度試験等4項

20 
スピラマイシン，キタサマイシン
オレアンドマイシン，ゾーリン

317 | 下痢性，麻埠性

ヰ

ヰ

ヰ

I
，

u

u

並

f

#

f

・官
q

・￥干

EX月
す

骨

円

B 

魚介類のクレオソート l 日

油 汚染実態調査.lJ フェノール類

2) 青森市駒込に湧出の水の水質検査 1件(28項目)

3) 向上湧水の鉱泉分析 1件 (30項目)

4) 鶏舎排水の水質検査 12件 (114項目〕

5) 青森県保健衛生センター動物舎からの排水の水

質検査4件 (27項目)

6) 飲料水の塩素イオンの変動調査 20件 (20項

目)

7) 昭和57年度医薬品等一斉取締りに基づく収去検

体の試験 9検体

日本薬局方アスピリンの純度試験，定量試験

味付ほたて貝，漬物
し、かくん製品他

菓子類，氷菓子他

菓子，氷菓子他

うどん，魚肉ねり製品

食肉製品

生うに

し、かくん製品，魚、肉ねり製品

生めん，ぎょうざ他

即席めん，油菓f

りんご，ぶどう，すいか，
牛乳，貝類

魚介類，肉類，牛乳

豚肉，鶏肉

ほたて貝，むらさきいがし、

うに，あわび，ほや，かれい他

8) 昭和57年度「有害物質を含有する家庭用品の規

制に関する法律」に基づく家庭用品の試買検査

34件

塩化ビニル， メタノール，硫酸と塩化水素，水酸

化ナトリウムと水酸化カリウム，有機水銀，ディ

ルドリン， DTTB，ビス (2・3ジブロムプロピ

ルホスフェィト化合物) 8項目

(2) その他試験検査

県内市町村及び事業所等からの依頼で試験険査を

行ーったものである O
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1) 食品および食品添加物等の試験(181件)

検査種別(件数 1 項 目(倹

食品添加物

保存料

着色料

漂白料

甘味料

発色料

酸化防止剤

栄養分析

食品中の重金属等

食品中の残留農薬

2) 水質試験(1，689件)

132 

3 

26 

(6) 

(3) 

ソルビン酸 魚肉ねり製品，魚介乾製品

タール色素，銅クロロフィリン 漬物，米

漬物(6) 

(6) 

二酸化イオウ

サッカリン 魚肉ねり製品，魚介乾製品

(2) 

(3) 

20 

亜硝酸根

BHA. BHT 

炭水化物，水分，灰分，組蛋白質，粗脂肪

鉛，カドミウム，銅他

BHC， DDT， ドリン剤10項目

豚肉

加工用もろみ，冷凍食品

さつまあげ，かまぼこ

海藻，貝類

りんごジュース

検 査 5]1j 備 考件数|
(項目数) I 

96 l硝酸性・亜硝酸性窒素，塩素イオン，有機物，シア(2，620) 

78 ンイオン，水銀，有機リン，銅，鉄，マンガン，亜
(2，196) 

1 ハロメタン | 27 1 鉛，鉛，六価クロム，カドミウム，クロロホルム，

( 108) イ【 f ム.， ，仙

lそ の 他 2851 ノ」小川一山

公共用水[河一一川一水 -1~;80 I ∞ ，あふーん

lし尿放流水| 仙 1 

|埋立地排水 67
排 水 I pH， SS， BOD， COD，塩素イオン他

ごみ処理放流水 51

焼却場排水 18

鉱泉分析| 46l  
泉 I iW-¥ 7]<. /J 171 I (1，380) 陽イオン，陰イオン，遊離成分他

小分析| 4|  
60) 1 

ω l ナトリウム，カリウム他

種

全項目原 水

上 全項目浄水

温

そ の

3) その他

洗剤 13件

3. 教育研修

水

他

青森中央短期大学に非常勤講師として，公衆衛生学

実習講義を担当した。

研究管理員高橋政教

- 8 



E 調査研究



青森県衛生研究所報 20， 9-16， 1983 

青森県における食中毒起因菌

の分布に関する調査研究

一青森市における急性胃腸炎患者の病原

豊川安延 大友良光 野呂キョウ 奈良みどり 秋山 有

緒 E司 材 料及び方法

近年における食中毒起因菌の多様化を考えると，特定 患者下痢便検体:急性胃腸炎と診断された患者の下痢

地域におけるその実態把握は公衆衛生上重要な課題と思 便検体は青森市内の総合病院2ケ所(小児科 2，内科

われる。本県では，いままでこれらの調査は詳細には実 3)及び医院2ケ所(小児科2，内科2)の協力を得て

施されておらなかったが， 1980年 5月に Campylob.7cter 採取された。調査期間における検体数は 1980年 6月~

による食中毒発どを経験したことを契機に食中毒対策 附年5月に別検体，附年6月~凹82年5月に366検

の一環として 1980年 6月から 4ヶ年の継続調査に着手 体， 1982年 6 月 ~1983年 5 月に105検体，計749検体が採

し，急性胃腸炎患者，食品，環境からの食中毒起因菌分 取された口下痢便の採取方法は Cary-Blairの輸送培

離を行い，その結果を本所誌莞報告してきたo 本文では 地に滅菌綿棒で採取されたものを 1週間に 1度まとめて

特に急性胃腸炎における病原体検出頻度を中心に考察を 収集し， 4'Cに保存した。

加えた。 検査方法:検査対象病原体及び検査方法の概要を表 1

に示した。

表 1 検 査 方 法

患者下痢便検体:Cary--Blairの輸送培地

増菌培養 直接塗抹培養 定量培養 酵素抗体法

Rotavirus ，-EPEC 
I-ETEC 

-8BGスルフア l 

培地 トDHL寒天培地一1_I-Halmo.'I}ella
]-88 寒天培地_1-I-Shigella 

アルカリ性ベプ
トン水からモン
スール培地 二 BTB

| テイポール寒天培地|一-V.仰 rahaemolyticus
l トTCBS寒天培地一一I ]-V.choler.1e(nonO-1を含む)
]~PMT 寒天培地 1-1-V.fiuvialis 

-YCCブイヨンか
らマグネシウム
一マラカイ卜ク、守\〉い、\し一.口….υ.]ト~S路S

リンカルベニ、シン | 
リンブイヨン | 卵黄加マンニット食塩培地-S.aureus

肝片加肝臓
ブイヨ

-NGKG寒天培地~--B.cereus

一卵黄KM加CW寒天培地-Cl.ρerfriれgens

~LV 寒天培地一一一一Cl.bofulinum

EPEC 

-Drigalski- 一一ETEC
改良培地ー

ト.Salmonella

-107 / g以上のグ
ラム陰性粁菌同定

-8kirrowの培地一一Camわlobacter

培養検査に際し， Cary--Blair培地に採取の検体を 1 画上に各希釈液の 0.05ml宛を塗布， それぞれについて

%ペプトン水で1O-1~1O-8の 10倍段階希釈系列を作成し 検査した。対象病原体の分離同定方法において，的1mー

これを検査に供した。直接塗抹培養では各寒天平板上に onelb， Enteropa thogenic E. coli (以下 EPEC)， 

10-1液の 1エーゼを， 増菌培養には5ml入り増菌培地 V.ρa1'ahaemolyticus， V. cholerae (non 0--1を含む)， 

に10一1希釈液O.lmlを，定量培養では各寒天平板の 3分 StaPhylococcus (lUl・eus(以下町 aureus)，Cl. peゆ'ingens

- 9 



は常法;こ準じて行い Y.en抑制l仰の同定は坂崎の

報告に，V. fluvialisの同定は Leeらの報告，Aerom-

onas， Plesiomonasの同定は島田の報告に， Enterotoxi-

genic E. coli (以下 ETEC)のST検出法は Dean及

び竹田の報告; LT検出は工藤らの報告に準じた。

Campylobacterの分離同定は吉崎と坂崎の報告，

Cam pylobacter jejuni / coli の馬尿酸加水分解試験法は伊

藤らの報告 Cl.botulinumの分離同定は山本らの報告

に準じた。

他に非細菌性下痢症の病原検索として， Rotavirusを

市販の診断用キット (Rotazyme，Abbot Lab.， N orth 

chicago， USA)を用い酵素抗体法により検出した。病

原体の血清型検査は市販診断用血清，デンカ生研を用い

て行った。分離されたグラム陰性粁菌の一次スクリーニ

ングは Ohashiらユ TSI， LIM寒天培地による鑑

思IJシステムを用いて行った。

また分離菌の 1部は Api20E (api system Mont-

alis， France)を用いてアピフロフィルインデックスに

より同定したο

上記以外の菌種の分離同定は，概ね微生物検査必携，

並びに「グラム陰性粁菌同定への手ヲIJを参考にした。

結果

1. 調査年別における急J性胃腸炎患者からの病原体検

出状況

調査期間中の1980年5月から1683年5月迄の病原体検出

状況の詳細を表2に，調査年別における検出病原体の検

表 2 調査期間における患者 F痢便からの病原微生物の検出状況

セミ:こ下¥ 調査年月 I 1980 1981 1982 
¥¥、¥¥¥

¥¥----
、¥ 一~一一一一一一一一一|

検出病原微生街¥¥主体数 [ 30191724151423263347121828325243 818413934331919 

=と

Campyloba伽 4 5 7 2 2 9 10 6 4 1 5 4 5 4 1 8 11 8 7 7 1 2 

Salmonella 1 2 4 1 3 4 6 7 5 1 5 

V. jうarahaemolyticus 2 18 2 

EPEC 1 2 1 2 2 1 1 1 1 1 

δ， aureus 

Cl.ρerfringens 

Shigella 

ETEC 

Y. enterocolitica 

Rotavirus 

1 2 

2 

1 

1 3 

1 1 

← 一一一一一検査せず一一一一一一一一十 → 9 18 10 3 1 

3 5 11 15 4 2 9 11 8 6 2 4 14 12 31 11 1 11 21 26 18 15 2 2 

¥ミミケ¥¥ 調査年月 I 1982 1983 
出数を集計した成績を表 3に示し

た。調査期間中において，病原体は、¥¥~¥¥¥67 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 
¥¥ ~一一一一一一一 ! 

検出病原微生街\竺~~~I 15 6 6 3 4 8 20 13 7 2 14 7 下痢便749検体中277検体から検出さ
れた。検tl:引数は表3に示すよう

に，同一検体から 1種類又は2種類

の病原体が検出され，これを単独，

複数検出例で分類すると，単独検出

例数は277例中253例，複数検出例数

は24例 (2種の病原菌18例，病原菌

とロタウイノレス 6例)から48伊Ijが十食

出された。調査年別における病原体

検出率は1980年 6 月 ~1981年 5 月調

査において27%(278検体中75検体)

であったが，それ以後の調査では

Camρylobacter 1 1 1 2 6 2 1 1 

Salmonella 2 2 3 

V. parahaemolyticus 

EPEC 2 

ゐ aureus

Cl. tel'jヲ.ingens

Shigella 

ETEC 

Y. entet.o叩 litica

Ro叫tavirus

4 

3 3 2 1 5 15 8 6 10 4 
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Rotavirus 検出例を得たことから， 1982年は41%(36 

6険体中151検体)， 1983年では49%(105検体中51検体)

で検出率の増加が認められたO 各病原体の検出率は，ード

痢便749検体中，Cam力lobacter17% (128検体が)最も

高く，次でお;almonell:26.8% (47検体)， V. pm.ahaem-

olyticus 3.2% (24検体)， E P E C2 .4% (18検体〉の

順に認められた。総検出例からの病原体検出頻度は 277

例中，Campylob:Icter 46.2%， ぬlmonella17.0%， 

v.ρarahaemolyticus 8.7%， E P E C 6.5%であった。
Rotavirusの検出率は， 1981年12月より調査された

表3 調査年別における検出病原体の集計

調 査 年 5]1j 

f丙 原 体
1

1捌 6 削

5||1

附 619825il119826 附

5
計判

51
単

2

小日独

品 合 計
単独複数計単独複数計単独複数 複数

70 5 75倒 138 13 151ω45 6 51~~1 253 24 277 (%) 

Campylobacter 5 

品加lmonella 10 1 11 I 23 

v.ρarahaemolyficus 3 3 I 19 

EPEC 9 1 10 i 2 

S aU1.eus 

Cl. perfringens 2 3 

δ，'higella 3 

ETEC 2 

Y. enterocolitica 1 

Rotavirus 検査せず 36 

i
「
L
I 3十 70 10 

ことから，ここでは比較されなかったが，Campylobacter 

に次ぐ検出率が推定される O この他，検出率の低い病原

体であるが Shigella，E T E C， Y. enferocoliticaが注目

された。上記以外の Cl.botulinum， Plesiomonas， V. p-

arahaemoZ yticusをのぞく他の Vibrio属は総て不検出で

あった。

また定量培養検査における優位集落は Pseudmonas

aeruginosa(6)， Klebsiella oxytoca(5)， Pseudomonas仰 fr

efaciens(4)， Acinetobσder calcoaceticus(4)， Aeromonas 

hydroρhila(4)， Klebsiella pneumoniae(3)， Alkalescens-Di-

spar(2)， P7.oteus morganii(2)， 品rratiama何回cens(2)，

Enterobacter cloacae(2)， Flavobαcterium sρ. (1)， Candidα 

αlbicans(l)， Slreρtococcus faecalis(l)等13種37株が同定さ

れた。なお検出菌のうち AeromonashydroPhilaは，昭

和57年厚生省食品衛生調査会食中毒部会から，新たな食

中毒菌として指示された菌種であったが，毒素原性につ

いて検討されなかった。

2. 季節別における病原体の検出状況

季節別に検体数と検出例数を集計し，その病原体の動

向を検討した。

表 4に示すように病原体検出率の最も高い季節は冬期

の49.1%で次で夏期35.6%，秋期32.8%，春期25.1%で

10 4 128 (46.2) 

5 28 I 8 8 41 47 (17.0) 

1 20 23 24 ( 8.7) 

2 4 I 3 4 i 12 6 18 ( 6.5) 

3 4 7 I 3 4 7 ( 2.5) 

2 3一、 2 4 6 

3 4 4 

1 2 

2 1 1 2 

5 41 I 21 1 22 I 57 6 63 

26 164 45 12 48 301 

あったが，冬期における Rotavirusの検索が行われな

ければ， 冬期は28.8%， 春期は16.3%に過ぎない。

方，季節別にみた主要病原体は，ぬlmonella，V. parah-

aemolyticusは夏期を中心に多く検出され Rotavirus

は冬期における総検出病原体の51%を占めた。これに対

して Campylobaderは調査期間を通して検出され，特に

冬期に本菌総検出数の46%を占め，高い傾向が認められ

fこO

3. 急性胃腸炎患者の年令別における病原体の検出

状況

任意に採取された患者の年令層は O~から 70才層ま

での広範囲にわたった。表5に示すように年令を区分

し各年令層からの病原体の検出頻度とその動向を検討

した。検出率の最も高い年令層は， 1 ~4 才 (48.6%)

つづいて 5~9 才 (47.5%) ， 1才未満 (42.2%)， 10 

~14才 (37.0%) ， 15才以上の年守層では29.0%であっ

た口

検出率の高かった病原体と，年令別との関連をみる

と，Campylobacterは15才以上の年令層の 15.4%(371 

検体中57検体〉に対して， 14才以下の年令層では18.8%

(378検体中71検体)で小児領域の年令層に若干高い傾

向が認められたが，総検出数の構成率からの本菌検出率
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季節別における主要病原体の検出状況

検出病原体

表4

間
コ
』
吋
伊
国
判
。
出

3

u
明

白

々

。

s
u
q
N『
G
K
N司令

.h

NMNNhwHh

。SN
H
M町

h
u』
U
H
u
t
-
n
p
ξ
H
U
U

陽性例数
(%) 

患者下痢便
検体数

調査時期

υ同
門
同
M
H

43(25.1) 

28(16.3)* 

73(35.6) 

45(32.8) 

116(49.1) 

68(28.8)串

合 計 749 277(37.0) 128(17.0) 47( 6.3) 24(3.2) 18(2.4) 63 

214(28.6)* 

*・・・…Rotavirusの検出例数を除いた検出率

15(23.8) 

48(20.3) 

3(1.8) 

6(2.9) 

4(2.9) 

5(2.1) 

20(9.8) 

4(2.9) 

8( 4.7) 

22(10.7) 

13( 9.5) 

4( 1.7) 

17( 9.9) 

26(12.6) 

26(18.9) 

59(25.0) 

171 

205 

137 

236 

春期 (3'"'-'5月〉

夏期 (6'"'-'8月〉

秋期 (9'"'-'11月〉

冬期(12'"'-'2月〉

( )内……%

表5 年令別における病原体検出状況
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1才未満 64 27(42.2) 5 2 

1~4 才 ]40 68(48.6) 22 10 

5~9 才 10] 48(47.5) 26 13 

1O~14才 73 27(37.0) 18 6 

15才以上 371 107(29.0) 57 16 7 22 

v.ρarahaemolyticus の検出率は， 15才以上の年令層
に高く， 本菌検出数の 92%を占めたのが特徴的であっ

た。 Rotavirusの検出状況は，本病原検出総数のうち，

14才以下の年令層が93.7%(63例中59例〉を占めた。

また検出病原体の種類は， 15才以上の年令層に多く認

められた。

4. 急性胃腸炎患者下痢便からの複数病原体の検出例

同一検体から， 2種類の病原体が検出された複数病

一 12

は， 14才以下の年令層は 38% (187例中71例)に対して

15才以上の年令層では50% (114例中57例)で成人層に

高い成績を示したo Salmonell:z の検出率は， 15才以上

年令層で4.3%(371検体中16検体)に対して， 14才層以

下では8.2%(378検体中31検体)で若干高し、。各年令別

の検出率は， 5 ~9 才層の 12.9 %が最も高く， 次いで

1O~14才8.2%， 1 ~4 才 7.1%， 15才以上4.3%， 1才

未満3.1%の順であった。



原体の主なものは，Campylobacter， Rota virus， Salmo- fringens (A 16) 1例の合計24例であった。

nelbに多く認められた。 その成績は Cam抑 lobaclerと 他に複数菌種として，定量培養における優位菌種と既

同時検出のS.infantis 2例， 8. tYPhimurium 1例， 知病原菌の検出例では， E P E C ( 0 55 : K 59)と Ps-

S. virchow 1例， 8. aureus 4例，Cl.μげ'ringens(A 4 ， eudomonas aeruginosa (1.2 X 109/ g )の 1例， E P E C 

A13， A16) 3 {7U， E P E C (0114: K90， 0143: (0 1 : K51)とKlebsiella0りtoca(6.0xl09/g)の1

K x 1) 2例， ETEC (0148:K+:H128) 1例 1)iU，CampylobacterとAlkalescens--Eisp:lr(4.4 X 10!J / g ) 

v.ρ21・.1haemolyticus (K38: 0 1) 1例， Rotavirus の1例，などであった。
4例，Campylob.1cter 以外の複数は EP E C ( 0 111 : 5. CamわIlobacter感染例における患者の性別と年

K58) と Rotavirusの 1例， E P E C (0143: K x 令別

1)と Rotavirusの1例， EPEC (0111: Kx 1) 検出病原体のうち，特に Canψylobacterは，単独と

とEP E C (0116: K69) の1例 S.heidelbergと 複数検出例の主要菌であることから，本感染における患

Y. enterocolitica (0 3) 1 171]， S. thompsonと Cl.ρel'- 者の性別及び年令別について検討した。

表6 CaYJψ'ylob.1cter腸炎128感染例の患者の性別と年令別

性別
年 メL

H 区 分

単独町出別[例数 I 1 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 5，5 6，0 6，5 7.0 
1----1 o ♀|未 llllilli l i l llj  i 
1 0 'f 1満 4 9 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69 

Camρylobacter I 109 I 53 56 i 3 19 23 13 9 8 5 8 8 3 2 4 2 

十Salmonella 4 I 2 2 i 
+S. auωt1陀匂切uω4“s 41131 3 

十Cαl上.p町fri灼f

十EPEC 2 I 1 1! 

+ETEC 1 I 1 I 

+ V. parahaemolyticus 
+Rotavirus4I  3 1! 2 

合計 I 128 I 63 65 I 5 22 お 18 9 10 7 9 9 32y2  

この結果，表6に示すように本菌は性別に関わりな

く，広い年令層から検出された中で 5~9 才が本菌総検

出数の20%を占めた。

6. 急性胃腸炎患者の下痢便由来病原体の血清型

Salmonella の血清型とその例数は， 1980年 6 月 ~1981

年5月調査において， S. tYPhimul'ium 9例， δ'.infantis 

l例， S. h'Jvana 1例， 言十3種11株， 1981年 6 月 ~1982

年5月調査では， S. tyhimurium 6例， S. heidelberg 6 

例， S. virchow 5例， S. java 3例， S. infantis 2例，

s. stanley， 8 thomρson， 8. escanaba，ヌ.enferitidis， 8. a-
natum， S. arizonae 血清型不明〉各 1例の計11種28株，

1982年 6 月 ~1983年 5 月調査は S. IYPhimurium 8例，

合計 12種47株でこのうち丘 tYPhimuriumが調査期間中

の主要菌型であった。

検出 EPECの血清型とその例数は， 1980年6月~

1981年5月調査において， 026: K60， 044: K72， 0 

86 a : K61各2例， 055 : K 59， 0111 : K58， 0126 

K 71， 0143: K x 1各 1例，計7種10株， 1981年6月

~1982年 5 月調査は， 01: K51， 0114: K90， 0128 

: K67， 0143: Kx 1各 1例，計4種4株.1982年6

月 ~1983年 5 月調査では， 0143: K x 1 ，0119 : K69， 

086 a : K61， 0111: K58各 1例 4種419'U，合計11種

目株であった。いづれの菌型も，一定の傾向が認められ

なかったが 0143: K x 1株が通年において 1株宛が

検出された。

V. parahaemolyticusの血清型と例数は， 1980年6月

~1981年 5 月調査は， 02:K3 ， 2 例， 04 : KlO， 

1例，計2種 3株， 1981年 6 月 ~1982年 5 月調査はK38

: 01， 11例， K57: 03， 5例， K P : 04， K53・

o 4 ， K 63 : 0 4 ， K 7 : 0一各 1例， 計6種20株， 1982 
年 6 月 ~1983年 5 月調査は， K63: 04， 1例，合計9

種24株であった。

Cl.ρerfrinf::ensの血清型は Hobbs型におけるA16型

2例 A3， A 4， A13，型別不明の各 1例， 計5種

- 13-



6株， δ;'higellaflexneri 4 aは4OU， Y. enterocolitic.1は

03型2例， ETECはST産生株で 0148:K + : H 

128， 2例， ぷ aureusのエンテロトキシン型はA型5

例， B型と C型は各 1例であった。

7. 急性胃腸炎患者の症状

表7

調査対象検体は，病原体把握のために特に感染症患者

が選ばれたことから，患者の症状は殆んど下痢を伴って

おり，病原体不検出の患者が病原が明らかにされた患者

より，発熱，血{更を伴う激しい症状を示す患者が多く存

在していた。

急性胃腸炎患者の症状

Salmonella v. parahaemol ytiωs EPEC Rotavirus 

(n =47) (n =24) (n =18) (n =63) 

83 38 55 81 

11 1.6 

83 75 58 

49 33 84 

6.4 25 

100 100 100 100 

20 40 60 80 20 40 60 80 20 40 60 80 20 40 60 80 (%) 
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発熱 71 

頭痛 15 

腹痛 79 

日匝 ロ土 15 

吐き気 23 

下痢l 99 

20 40 60 80 

主要検出病原体別の臨床症状は，表7に示すようにし、

づれの感染例においても，下痢は必至症状として認めら

れ，頻回の水様性下痢，一部粘血便であった。病原別で

は Campylobacter，Salmonella， V parahaemolyticusの

共通な症状として，腹痛が高く，発熱では Camρylobaト

ter， Rota virus， Salmonellaに高く，またRotavirusでは

阻吐，吐き気等が特徴的であった。

考察

本調査において，急性胃腸炎の主要な病原体は，Cam-

pylobacler， Salmonella， V.ρarahaemolylicus， E P E C ， 

Rotavirus であることが明らかにされた。 なかでも

Campylobacterの検出頻度が高く， 急性胃腸炎の重要病

原体であることが明確にされた。 Campylobacter分離に

関する1977年 Skirrowの報告以来，本菌検出状況は各

地方で試みられ，病原として定着しているように見受ら

れる O

また検出頻度の低い Shigella，E T E C， Y. enteroco-

litica等も今後の動向が注目される菌種であった。 これ

らの病原検出状況は最近の報告にほば一致した。検出病

原体のうち，特に Cam力lobacleγ，劫lmonella，Rota vir-

usなどに， 同一材料から 2種類検出される例がしばし

認められ，最近における急性胃腸炎病原像の特徴である

ように思われる。このような事例は開発途上国，海外旅

行者及び国内の下痢症患者から報告されているが，いず

れが病原として主役であるか明らかでなく，今後の課題

である O いずれにしても，この種の検査においては複数

病原を考慮、しなければならないと思われる。一方，検出

Salmonella血清型では特に S.tYPhimuriumの検出頻度

が高く，これまで、に調査された食品，河川由来株の血清

型との聞にみられる密接な関係は最近の報告に一致し

た。他に調査対象病原菌の V.ρarahaemolyticus以外の

Vibrio属，Plesiomonasは不検出であった。また，最近

アメリカでの乳児ボツリヌス症報告から本調査でも詳細

に検討されたが不検出に終り，本感染症は極めて稀であ

るものと思われる。これまでに述べてきた病原体とは別

に，定量的に検査された優位集落数から同定された菌種

としては，Pseudomonas. Klebslellaなど多数認められた

が，これは最近の下痢腸炎の一般的な特徴であろう O

以上の成績は，従来認められている食中毒起因菌のい

わゆる散発下痢症からの分離の実態であるが，これが限

られた数の医療機関を対象とした検出例で、あることを考

えれば，本県におけるいわゆる食中毒起因菌による下痢

症の実態は膨大なものであることが予想される。厚生省

の統計によれば国内の食中毒の多くは細菌性であり，

1976年項から70%の病原解明率を示している食中毒とし

て報告された事例に限れば，最近は当所においても70~

100%の解明率であるが， 本調査での細菌のみを対象と

- 14-



した場合の病原分離率は29%で‘上述厚生省統計に比較し

極めて低し、。この検出率は培養技術，病日の経過した検

体，細菌性腸炎でなかった採取検体，等の問題があるに

しても，本調査の対象が散発|生の下痢症であることを考

えれば，現状においては，ほぼ細菌性下痢症の実態に近

いものであると考えられる O

感染性腸炎における正確な病原把握は，細菌学的のみ

ならずウイルス学的にも検索されなければならないこと

はもちろんであり， 最近報告されている Norwalk ウ

イルス， Calicivirus， Astrovirusなどを含めた広い範

凶にわたを病原の実態究明が望まれる。

市吉 論

急性胃腸炎における病原と険出頻度をより明確にする

目的から1980年5月から1983年5月にかけて青森市内 2

病院， 2医院で受診した下痢忠者749名の下痢便につい

て細菌学的， 1部 Rotavirusの検索を行った結果，以

ドの成績を得た。

1. 患者749名中病原体が検出されたのは277名，その

うち細菌単独194名， Rotavirus単独59名，他細菌2

種同時検出18名，細菌と Rotavirus 4名であった。

2. 277名から検出された病原体は10種， 301例でこの

うち Campylobacter，Rotavirusが最も高率に検出され

急性胃腸炎の病原として明らかにされ，次におlmonel-

la， V.μrahaemolyticus， E P E C が主要病原として認

められた。

3. 主要病原として明らかにされた Campylobacte1"

は，年令別では総検体数からの検出頻度は， 14才以下に

若干高く，病原体総検出数からみた検出頻度では15才以

との年令層に高率であった。季節的には冬期に高く検出

される傾向が認められた。一方 Rotavirusは14才以下

の年令層が検出数の殆んどを占め，特に 1~4~.層から

高率に検出された。季節的には冬から春にかけてみら

れた口

稿を終えるのにのぞみ検体の採取に御協力をいただい

た青森県立中央病院小児科，青森市民病院の第 1内科，

第2内科，第3内科，小児科，大高内科医院，武山内科医

院の諸先生，並びに E.coli (ETEC) に関する参考文

献，試薬の恵与且つ御指導下された東京都立衛生研究所

微生物部工藤泰雄先生に感謝の意を表します。

なお本調査成績の要旨は，第34回，第36回日本細菌学

会東北支部総会，第23回東北臨床待I生検査学会において
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講演発表をした。

文献

1 )豊川安延，他:青森県内の中学校で発生した

Campylobacter jejuniによる集団下痢症.青森県衛生研

究所報， 17， 16-21， 1980. 

2 ) 豊川安延， 他:青森県における食中毒起因菌の

分布に関する調査研究(第 1報).青森県衛生研究所報，

18， 9-14， 1981 

3) 豊川安延， 他:青森県における食中毒起因菌の

分布に関する調査研究(第2報).青森県衛生研究所報，

19， 15-20， 1982. 

4) 微生物検査必携:細菌・真菌検査， 第2版.日

本公衆衛生協会，東京， 1978 

5) 坂崎利 Yersiniaenterocoliticaの分離と同

定.食品衛生研究， 26， 527-535， 1976. 

6) Lee， J. V. et al. : Characterization， taxon-

omy， and emended description of Vibrio mefschni-

kovii. Int. J. Syst. Bacteriol.， 28， 99-111， 1978 

7) 島田俊雄 Vib1"io，Aerorr.onas， Plesiorr.onasの検

査.メディアサークル， 28， 65-70， 1978. 

8) Dean， A. G. et al. Test for Escherichia coli 

enterotoxin using infant mice Application in a 

study of diarrhea in children in Honolulu. J.Inf-

ect.， Dis.， 125， 407-411， 1972. 

9 ) 竹田美文:毒素原性大腸菌の検査法.臨床検査，

24， 503-511， 1980. 

10) 工藤泰雄，他 ChineseHamster Ovary (C 

HO)細胞コロニ一法による大腸菌易熱性エンテロトキ

シンの検出.東京都立衛生研究所年報， 27， 24-28， 1976 

11) 吉崎悦郎， 坂崎利一 C.'lmρylobacter腸炎B

検査方法.メディアサークル， 24， 325-328， 1979. 

12) 伊藤 武，他:第55回日本細菌学会総会演説抄

録， 日本細菌学雑誌， 37， 1982. 

13) 山本耕一，他:青森県湖沼における Clostridium

botulinum分布に関する調査研究(第皿報). 青森県衛

生研究所報， 13， 61-69， 1975 

14) Ohashi， M. et al. Manual for the labor-

atory diagnosis of bacterial food poisoning and 

the assessment of the sanitary quality of food. 

SEA恥lICjlMEJ，SEA恥lICpubl. 12， ToKyo， 1978. 



15) 栄研環境科学研究所編:臨床材料より分離され

るグラム陰性粁菌同定への手引 (GNRコード).栄研化

学株式会社，改訂第2版， 1979. 

16) Skirrow， M. B. Camρylobacter enteritis : 

"a new" disease. Bri. Med. 1.. 2， 9-11， 1977. 

17)微生物検査情報システム化に関する研究班:病原

徴生物検出情報(月報). 1980~1983. 

18) 関根整治， 他:東京都内における小児急性胃腸

炎のウイルス学的・細菌学的検索成績.東京都立衛生研

究所年報， 33， 59-65， 1982. 

19) 岡崎秀信， 他:昭和56年度感染症サーベイラン

スについて.香川県衛生研究所報， 10， 17-33， 1981 

20) Sakazaki， R. et al. Bacteriological ex-

amination of diarrheal stools in Calcutta_ Indian 

J. Med. Res.， 59， 1025-1034， 1971 

21) 坂井千三，他:東京都における海外旅行者下痢

症の細菌学的検討(1977). 東京都立衛生研究所年報，

29. 1-5， 1978. 

22) 宮田義人， 他:大阪府における輸入腸管感染症

に関する調査報告一昭和56年 .大阪府立公衆衛生研究

所報， 20， 1-11， 1982. 

23) 坂井千三，他:最近 10年間に東京都内に発生し

たサルモネラ食中毒の疫学および細菌学的検討.東京都

立衛生研究所報， 27， 16-23， 1976. 

24) 宮崎佳都夫，他 Salmonell:zの生態学的研究:

都市水系環境と散発患者からの分離菌株の血清型の比

較.広島県衛生研究所報， 29， 1-15， 1982. 

25) Center for Disease Control Botulism in 

the United States， 1869-1977. Hand-book for epー

idemiologists， clinicians， and laboratory workers， 

6-7， Atlanta， Georgia. 1979. 

26) 厚生省環境衛生課編:全国食中毒事件録.1976 

~1978. 

27) 石田名香雄:本邦で検出された下痢症ウイルス

の多様性， とくに rotavirus以外の小球形ウイルス群

について.ウイルス， 31， 167-170， 1981 

-16 -



青森県衛生研究所報 20， 17~-20， 1983 

堤川水系河川水のトリハロメタン生成能

高橋政教 野村真美 村上淳子 桶田幾代*

平出|専昭 小林英-

はじめに

水道水中に塩素処理によって生成されるトリハロメタ

ン (THM) が存在することが明らかになり， 米国環境

保護局は1979年11月に安全飲料水法に基づく規制を改正

し， 水道水中の総トリハロメタン (T-THM)量の最

大値を 0.1mg/lに規制した。

わが国においても厚生省は1981年3月，クロロホルム

(CHC13)，ブロモジクロロメタン (CHClzBr)，ジブロ

モクロロメタン (CHCIBr2)， プロモホノレム (CHBrs)

の合計量を総トリハロメタン量として， 年間平均値

O.lOmg/lの制御目標値を定めた。

THM量は，温度， pH値，反応時間，前駆物質量など

に大きな影響をうける。中でも前駆物質(有機物質〉が

最も重要な比重を占めるo THMの前駆物質は主として

フミン質であるといわれ，河川水中のフミン質は自然界

由来と人間活動由来のものがある方，フミン質は分

子構造が複雑であるため l直接測定することは困難であ

るO そのため塩素を添加し24時間後に生成する THMを

測定しその生成量を前駆物質量とみることができる O

今回，堤川水系河川水のTHM生成能を測定し，前駆物質

量の変化について調査したので報告する O

調査方法

1. 調査地点

図 1に示すように堤川水系河川の 5地点を選び， 1， 

6， 8， 11月の年4同調査したO なお，寒水沢，横内川

の両調査地点は，冬期間交通不通のため 1月の調査はで

きなかった。

2. 調査項目

水温， pH値，色度， KMn04消費量， Cl， NH4-.N， 

Fe， Mn， THM濃度， THM生成能。

3. 分析方法

T-THM濃度および生成能試験は下記に示した厚生省

の方法に準じ1) 他の項目は上水試験方法つにより分析

LtこO

*公害課
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図1 堤川水系河川水の調査地点

T-THM生成能試験

試料の塩素要求量測定

I 20cC 1時間

試料の塩素処理

1 PH7 20℃ 24時間

Clz 1 mg/l以上残留す

↓ るようIこ
残留塩素，塩素消費量の測定

| 残留塩素の除去

ヘッドスペース法によりTHM測定

装置および測定条件

ガスクロマトグラフ:目立663--50型l63NiECO検出器)

カ ラ ム:20.%シリコンOC-550 クロモソルフ

W-AW-O孔1CS 100~200 メッシュ，

3mmゆX2m

カラムj且度:80
cC 

注入口温度:80
0

C 

検出器温度:180
0

C 

ヘッドスペースガス注入量:100μl 



一

1

7

3

i

D

2

一
4

4

9

D

7

一
2

0

6

D

8

一

4

3

D

D

7

一

一

回

一

日

ど

と

N

4

一
2

1

N

4

一

8

2

N

m

-

3

N

N

3

-

凶
一

fi--ト
一

川

一

1111

川
一
i
ー
ー
川
一

巳四円ぺ一一川一
J
J
1
3
1
J
1
1
1
J
戸
1

1

一

成
一

6

一

一

一

一

唯
一
一
比
一

3

2

1

m

6

一
日

7

7

m

幻

一

位

口

問

問

ω
一

位

お

9

m

剛
一

日
二

S

一

一

一

一

一

T
二

l

i

l

-

-

一
1
1
1
1
1
1
1
1
7
l
i
l
i
-
-
一

一

の

一

一

1

一

一

一

一

一

は

一

比

一

一

円

却

7

m

竺
4

u

ω

問

日

一

8

4

2

m

u

一

削
一

S

一

ー

ー

ー

一

l

i

l

i

-

-
一I
I
I
l
l
i
-
-
「
I

l

l

-

府
同

ιー
一
一
川
一
七
M
一

s

立
M

-

r

h

M

一

水
一
紘
ト
一

h

回

田

町

H
-
h
h
田

昨

日

一

l

l

l

J

m

-

l

山

田

町

田

一

一採

t
一
C

C

C

B

T

一
C

C

C

B

T

一
C

C

C

B

:

一
C
C
C
B
F
-
一

f
卜叩

1
2止
川
川
川
?
と
と

1lp品
川
直
-r

引

一

一

実

水

沢

一

荒

川

橋

一

筒

井

橋

一

甲

田

橋

一

V

A

-

-

q

，

血

管

・

且

h
ゆ
巾
m
h
m

C

C

C

B

T

 

H

H

H

H

一

C

C

じ

C

T

横

内

川

2

8

6

D

6

 

1

N

2

 
7 

μg/i 

80 

~ 60 
ヱ

← 
I 40 

← 

20 

横
内
川

寒
水
沢

荒
川
橋

図2 堤川水系iiJf川水のTHM生成能

調査結果

表 1，図 2に堤川水系河川水のTHM生成能を示した。

THM生成能は寒水沢，横内川， 甲田橋， 筒井橋の順に

下流に行くにしたがって高くなっている。ただ，最下流

の甲田橋が筒井橋より低いのは，汚染の少ない駒込川の

流入，潮の干満による流量の変化などの影響が考えら

れ， これにより甲田橋の THM生成能は他の地点に比較

して変動が非常に大きくなったものと思われる O

T-THMの成分についてみると， CHChが主成分で最

も多く，ついで-CHChBr，CHClBr2で、あったが， CHBr3 

は検出されなかった。 また， THM生成能の増加にとも

ない， T-THMに占めるCHCbの割合も増加し， T-THM 

量とCHCl::は相関関係があることが推察される。

一方， THM生成能の季節的変動は認められなかった。

また， 堤川水系河川水そのものにはTHMは検出されな

かっ7こO

表2に水質検査成績を示した。水質汚染の指標である

KMn04消費量， Cl一， NH4-Nなどの値は，最上流の寒水

沢，人家の少ない横内川で低く，下流に行くにしたがっ

て高くなっている O このことは下流ほど生活排水，工場

排水などの人為的汚染が高くなってし、ることを示してい

るO また，これら水質検査成績では特に季節的変化は認

められなかった。

次にTHM生成能に影響を与える色度， KMn04消費量

値についてみると，色度は O~7 度の範囲内であるが，

ほとんどが O~2度であり，色度は THM生成能にそれ

ほど響影を与えていないも

のと推定される O 一方，

KMn04消費値は1.7~7.2 

mg/lの範囲内であるが，

比較的変化が多く，図 2に

示すようにKMnO.jとTHM

生成能と深い関係があるこ

とが認められる O また，色

度， KMn04消費量値は甲

田橋より筒井橋が高く，

THM生成能値と ・致した

成績が得られた。

10 
mg.f 2 

酬
甑
誼
…
可

(
)
C
E
X

F
h
d
 

筒
井
橋

甲
田
橋
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表2 水質検査成績 (mg/I) 

(¥¥採水年月
l¥¥1  S 58. 1 1 S 58. 6 1 S 58. 8 I S 58 . 11 
1項目 ¥|  l l 

(水温 CC) 14.5 I 20.5 I 9.0 

実 ipH 3 . 5 1 3 . 3 6 . 4 

i C--KMn04 ! 1.7 1 2.2 3.2 

水!色度 o I 2 I 2 
! C 1- 1 27 . 6 1 38 . 7 25 . 7 

1 NH4-N 1 0.03 1 0.06 0.06 

沢 1F e 1. 88 1 2 . 08 1 1. 10 

1 Mn O. 17 I 0.21 J 0.28 

水温 CC)1
I 
4.0 I 15.0 I 22.0 9.4 

荒 pH 3.4 4.4 4.3 3.6 

I C-K陥 04 3.1 1.6 1.6 2.0 

色度 o )II!:::-: ，~ 

I CI- 1 29.9 I 21.4 1 30.7 I 30.7 
I NH4-N 0.13 1 0.03 1 0.07'， 0.05 

橋!F e 1. 85 I 0.72 1 0.72! 1. 82 

! Mn 0.24 I 0.01 I 0.21 I 0.22 

!水温 ('C) 4 .0 I 17 . 0 24 . 0 1 8 . 9 

筒 IpH 4 .6 5 . 6 I 4 . 3 4 . 4 

C-KMn04 ，! 4.6 1 5.1 3.91 6.3 

井 I~ 度 703
し1- 24.6円 1:. ~. ¥ 2~ . ~ n I 26.9 
NH4-N 0.18: 0.11 I 0.18 I 0.24 

橋 IF e 1. 02 I 0 . 97 I 0 . 64 1 1. 87 

Mn 0.17[ 0.15 I 0.18 1
1 

0.20 

(水温 ('C) I 4 . 0 17 .0 i 23 .0 9 . 3 

LP i pH 4 . 5 I 5 . 1 I 4 .8 4 .4 

I C-KMn04 1 4.5 1 3.6 1 3.2 1 2.6 

田|色度 I 0 I 1 I 0 

Cl |501i243116561733 

NHrN 0.92 I 0.57 I 1.10 I 0.9S 

橋 IF e I 0.93 I 0.69 I 0.64 I 1. 94 

I Mn O. 13! O. 16) O. 15 1 O. 15 

水温 ('c) I I 13.5 : 16.0 9.5 

横 IpH I 7 . 3 1 7 . 5 7 . 2 

C-KMn04 1.7 I 1.5 I 2.1 

色度 1 0 I 0 I 0 
内 I:=:' i-"-. 

CI-- I 13.4 I 17.4 I 12.9 

NH4N 0.04 I 0.05 i 0.05 

)11 I Fe勾 l l o16l O29i O 18 

Mn 0.16 I 0.01 I 0.01 

表 3に各種水質項目と T

fこ口 T-THMやCHClsとKMn04消費量との聞に高い相関

関係が認められるが，色度， NH4-Nとの聞には相関関係

は認められなかった。

表 3 各種水質項目とT-THMとの相関関係

IT-THMI~~!'~: 色度 INH4-NI CI-I~- .I. L~!.V~I消費量 GIX l 

クロロホルム 0.9581 0.7631 0.3241 0.1481 0.080 

T-THM 0.6861 0.3101 O.OCOI 0.205 

KMn04消費量 I0.5841 0.298! 0.063 

色度!0.1181 0.063 

NH4-N 0.788 

考察

トリハロメタンの前駆物質は主としてフミン質といわ

れているO フミン質は図 3に示すように植物成分等が土

壌中で分解，縮合して生成する陸成のものと，水中に流

入した有機物や，水生生物成分から生成する水成のもの

とがあり，河川水には陪成，水成のフミン質が混入して

し、る O

陸成フミン質

土壌有機物

動物ふん尿 堆厩肥

し

下

入

ノド生生物

j五

t車

図3 水道原水中のフミン質の由来3)

本成績では， THM生成前駆物質は清浄な上流の寒水

沢にも存在するが，下流に行くにしたがって増加してい

るO 人家や，田畑のない上流の寒水沢における THM生

成前駆物質を100%自然、由来のフミン質と考えると， 下

流にしたがって増加した分は，都市から排1l!tされる人為

的汚染物質が前駆物質であることを示している(表4参

照)。本成績と同様な成績は長良川4) 淀川15)において

も報告されている O

表 4 THM生成能に及ぼす人為的汚染の割合(%)

寒水沢|横内川|荒川橋 1筒井橋 l甲田橋

100 123 172 350 230 
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THM生成能は季節的に異なり， 夏期の方が冬期より

高いのが普通である O これは夏期では水質の悪化，水温

の上昇が原因である O 本成績ではTHM生成能の季節的

変化は認められなかった。これは堤川水系河川水は夏期

と冬期でそれほど水質の差が認められなかったためであ

ろう O

一方， THM生成能は地下水では色度， 表流水では

KMnO-1消費量と高い相関関係があることはすでに知ら

れている O本調査でもTHM生成能と KMn04消費量と高

し、相関関係が得られた。したがって河川水の KMn04消

費量値で大体のTHM生成量を予測することができるO

堤川水系河川は青森市民の飲料水水源として貴重な存

在であるO 前述の如く， THM生成能は汚染物質に敏感

に影響を受けることを考えると，今後とも河)11の汚染に

は厳しい監視が必要である O

まとめ

堤川水系河川水のTHM生成能について調査し次の成

績を得た。

1) THM生成前駆物質は清浄な上流においても存在

するが，下流部にゆくにしたがって増加する O

2) 上流部では自然、由来の物質が， 下流部では都市

より排世される汚染物質が主としてTHM生成の前駆物

質であると考えられる。

3) THM生成能の明らかな季節的変化は認められな

カミつfこO

4) THM生成能と KMn04消費量との聞に高い相関

関係が認められた。
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青森県衛生研究所報 20， 21--28， 1983 

青森県の地下水

村上淳了- 野村真美 桶田幾代事 平出博昭

高橋政教

はじめに

青森県の水道普及率は89.4%であり，内訳は上水道人

口77.8%，簡易水道人口11.2%，専用水道人口 0.4%と

なっている O 年間取水量の内訳は， 上水道では表流水

56.3%，深井戸23.2%，浅井戸4.9タム伏流水6.5%，その

他9.0%，簡易水道では，表流水28.0%，深井戸37.0%，

湧水24.2%，伏流水4.6%，その他6.2%，専用水道では

深井戸78.2%(簡易水道は給水量，専用水道は給水能力

の割合で示した。)となっており，井戸水がかなりの割

合を占めている1)0 この地下水の調査については，一部

青森市2)わや八戸市4) についての研究はなされているが，

今回，県内全域についての概略を把握する目的で，昭和

57年から58年にかけて，当衛生研究所に，全項目検査依

頼のあった水道原水のうち，井戸水(主として深井戸)

図 1 検査地点概略

*公害課

小林英 A

を供給源としている地点を選び，若干の検査項目をつけ

加えた結果をとりまとめたので報告する O

調査方法

1.調査地点

調査は，青森市4地点，西部11地点(車力村 3，鯵ケ

沢町 4，深浦町4)， 北五地区8地点(五所川原市 1，

鶴田町 3，金木町 3，市浦村 1)， 中郡3地点(岩木町

3 )，下北郡14地点(むつ市13，大畑町1)，上北郡23地

点(三沢市2，野辺地町7，上北町3，十和田湖町3，

六ケ所村5，下回町2，六戸町 1)，三八地区10地点(八

戸市5，五戸町 3，倉石村 2)の計87地点から採取され

た試料について実施した。水道として井戸を利用してい

ない地域もあるので，若干のパラツキはあるが，各地点

の概略は図 lのとおりである口

2. 調査項目

調査項目は水道法に基づく全項目 (26

項目)及び，総アルカリ度， p-アルカリ

度，ナトリウムイオン，カリウムイオン，

マグネシウムイオン，カノレシウムイオン，

ケイ酸で，データのとりまとめは， この

うちの20項目 (pH，蒸発残留物，総アル

カリ度，ナトリウムイオン，カリウムイ

オン，マグネシウムイオン， カノレシウム

イオン， 塩素イオン， 硫酸イオン， 硝

酸，亜硝酸性窒素，フッ素，硬度，鉄，

ケイ酸，マンガン，亜鉛， ヒ素，鉛，カ

ドミウム，銅〉について行なった。

3. 分析方法

試験はすべて上水試験法に基づいて実

施した口

pHはガラス電極法， カルシウムイオ

ン，マグネシウムイオンは原子吸光法，

塩素イオンはモール法，硫酸イオンはク

ロム酸パリウム法，硝酸，亜硝酸性窒素

はカドミウ J、一銅カラム法，硬度はEDTA

法，鉄はOーフェナントロリン法，ケイ

- 21-



酸はモリブデン黄法，マンカン， 銅， 亜鉛， カドミウ

ム，鉛は原子吸光法， ヒ素はDDTCi法，総アルカリ度は

pH4.3アルカリ度とした。

結果及び考察

各地区毎の項目別平均値及び最低最高値を表 1に，ム〈

各項目;]Ij濃度分布を友2に示した口

表 1 地 区 日IJ
-
T
A
J

、
民ノ

-m pH 同市:Ll~[K〓MJ1cajlCl了三:f!:リ卜
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各項目毎の特徴をみると， pHは下北郡と三八地区が

高い値を示し，西郡や中郡が低いf直となっている。水質

基準に適合しなかったものは，三八地区3地点，上北郡

1地点の4地点で不適合率は4.6%となっている O

蒸発残留物は， 海岸沿いの西郡が総じて高い値を示

し中郡，下北郡が低い値を示している O 基準不適とな

ったのは，西郡の 1地点のみである O 蒸発残留物は，ナ

トリウムイオンや，塩素イオン，硫酸イオンと良い相関

を示した。各の相関係数は，それぞれ0.80，0.80， 0.71 

となっている O

アルカリ度は水中に含まれる炭酸水素塩，炭酸塩又は

水酸化物等のアルカリ分を，対応する炭酸カルシウムの

mg/lで表わしたものでpH4.8~8.3 では， ほとんど二

酸化炭素と炭酸水素イオンの型で存在するとされてい

る5) 今回測定した87地点のうちpH8.3以上は9地点あ

るが， いずれも P アルカリ度が総アルカリ度のき以下

となっており，水酸基アルカリ度はなく，炭酸水素アル

カリ度と炭酸アルカリ度のみと考えられる。

ナトリウムイオンは，海水由来のものが大部分である

とされているが，ナトリウムイオンと塩素イオンの相関

は，さほど高くはなく0.56程度であった，ナトリウムイ

オンは，西郡や南郡が高い値を示しているが，西郡と南

郡は，異なった様相を呈している。つまり，南郡は塩素

イオンの割にはナトリウムイオンが高い値を示している

のに対し，西郡は，ナトリウムイオンの量は他地区に比

べ，高濃度ではあるが，塩素イオンの量の割には低い値

となっている O 特に西郡の深浦町の場合， Na/Clの等量

比が海水の比0.85よりかなり小さな値となっている O そ

れに対し，カルシウムイオンが他地区に比べかなり大き

な割合を占めている O

カリウムイオンも，西郡，上北郡が高く，三八地区，

南郡が低し、。平均値でみると，塩素イオンと同様の傾向

を示しているようだが塩素イオンとの相関はほとんどな

かっfこO

一般の地下水や河川水では，カルシウムイオンの方が

マグネシウムイオンより多くなっているが，青森市と北

五地区では，マグネシウムイオン/の方が，カルシウムイ

オンより多くなっており，海水の混入が考えられる O カ

ルシウムイオンと塩素イオンも良い相関を示した。相関

係数は0.83であった。

塩素イオンは，西部，青森市，北五地区が高い値を示

し，ほとんどが海水由来のものと考えられる。

硫酸イオンは，西郡や北五地区で高い値を示している

が，これらも海水に由来していると考えられるが，下北

部等の一部でS04/C1の等量比が，海水のそれよりも大

きい地点があり鉱山による硫化物等の影響も考えられ

るO

以上の陽イオン，陰イオンの結果から，各地区毎のキ

ーダ、イヤグラムを求めたのが，図2に示しである O

南郡が被圧地下水区にかなりの部分が含まれていると

し、う特徴がある他は，中郡，三八地区以外，かなりの部

分が塩水化していることがわかる O

硬度は，西部と上北郡の一部に高濃度地点があるが，

その他の地区では，大体同程度である O

ケイ酸とフッ素は地質に由来ることが多いとされて

し、るが，南郡で高濃度地点が多くなっている O 県下のフ

ッ素についての調査研究は，衛研所報No.16及び17に詳し

く述べられているので，詳細は省略するが，北郡の一部

から南郡にかけて，高濃度となっており，これらは，堆

積岩特に，砂岩，海洋堆積物に関連があるのではないか

と推定されている6)7)。

鉄は，西郡や南部が高い平均値を示しているが，全体

的にみても，水質基準の 0.30mg/l以上の地点が18地点

(20.7%)にも達し，飲料不適に占める割合も，色度に

ついで多くなっている O

マンガンの不適合地点は7地点 (8%)であるが，西

郡での不適合率は45%と高く平均値も他地区に比しかな

り高L、値となっている O

その他の亜鉛， ヒ素， 銅， カドミウム， 鉛はし、ずれ

も，基準値よりかなり低いか，あるいは，検出限界以下

となっていて， 重金属による汚染等はないと考えられ

るO
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まとめ

地区毎の特徴をまとめてみると

(1) 中郡や三八地区はデータの変動も少なく，各項目の

平均値も低く，海水によると思われる塩水化した地下.

水も少ないが，西部や，上北郡は，変動も大きく，塩

水化もかなり進んでいるように見受けられる O 特に西

部では，各項目とも総じて高い値を示している O

(2) 南部は被圧地下水帯に多く分布し， フッ素やケイ

酸，鉄分の多い水質となっている O

- 27 

(3) 下北郡の一部に鉱山の影響と思われる， ヒ素や，硫

酸イオンの割合の大きな地点がみられる。

という点に集約できる口

おわりに

今凶の調査は，当衛研に検査依頼のあった試料につい

て実施したものであり，採水時期も，採水時における気

象等もまちまちであり，更に又，各地区あたりの試料数

も充分とはし、かないので，これらの分析ヂータより，全

体について詳細に検討することは多少無理があるように



思われるが，概略的には，地区毎の特徴も若干見られる

が，全体的に水道原水としての井戸水は，かなり塩水化

が進行しているといえる O

今後は，地区毎の件数をもっとふやして，特徴を充分

把握したり，表流水との比較や，経年変化等についても

調査したり，更には，疾病との関係についても調査した

いと考えている O

今回の調査に御協力いただし、た各市町村の水道課の方

々に深く感謝いたします。

文 献
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青森県衛生研究所報 20， 29-30， 1983 

陸奥湾内ホタテ及び海水における

腸炎ビブリオに関する調査

奈良みどり 大友良光 豊川安延

前報で陸奥湾産養殖ホタテと，地播ホタテが腸炎ピブ

リオ及び大腸菌群にかなり汚染されているとし、う事実が

判明したことに関連し昭和57年6月から 58年3月ま

で，陸奥湾産ホタテ貝について腸突ビブリオ，大腸菌群

の検査を行った。また腸炎ビブリオの季節的変動を把握

する目的で陸奥湾内の 2定点から海水を採取し， NaCI 

濃度，水温及び腸炎ピブリオについて調査した。

株を検出した。養殖30検体中3検体，地播では30検体中

4検体が陽性であった。その血清型は9株中K7 : 08 

(1)， K19: 011(1)， K30: 05(2)， K34: 04(2)， K51 

o 6 (1)， K - : 0 4 (1)，型別不明 (1)の7種類であっ
た0 ・方大腸菌群の汚染に関しては49検体が10未満jg，

11検体が1O~102jgであった口検体別では，養殖より地

播の方が汚染度が高く，月別においては， 6月から 9月

ホタテ貝60検体中7検体(12%)から腸炎ピブリオ 9 に検出されている O

表 1 ホタテ貝と海水における腸炎ビブリオと大腸菌群検出数

¥¥¥  項目 |検 腸炎ビブリオ 腸炎ビブリオ 大腸菌群検出検体数
採取地¥¥ |体
及び検体別¥¥l数検出検体数検出数 く10 10~川jg

野辺地 (養殖 115 2 14 

ホタテ l地播 |15 O O 10 5 

青森[養殖 i15 2 2 14 4 

ホタテ(地播 I 15 4 4 11 4 

合浦公園付近海水 I 14 4 9 

終末処理場裏海水 I14 2 ~~ 
戸~

~~ 
3 

表 2 月別による検出腸炎ビブリオの血清型別

一¥ 月別 | 
検体別~¥一一!

野辺地!養殖|

ホタテ l地播|

6月 7月 8月

J〆~ ノ-----

~ 
~戸

9月

K34: 04 
型別不明

三包 7に [養殖 I K51: 06 K30: 05 
円，亦ー K-:04
ボタア l地播 K7 : 0 8 K 19 : 011 K 30 : 0 5 

K34: 04 

叩町海水[ K34: 04 
K30: 05 
K28: 02 
K34: 04 

K28: 02 
K33: 02 
K30: 05 
K15: 05 
型別不明

TT  n ， • " ， K30 : 0 5 
終末処理場裏海水 K34 : 0 4 K 28 : O 2 
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海水28険体中6検体 (21

%)から腸炎ビブリオ12株

を検出した口その血清型は

K15: 05(1)， K28: 02 

(3)， K30: 05(3)， K33: 

03(1)， K34: 04(3)，型

別不明(1)の6種類であっ

た。月別においては， 7月

から 9月に検出されてい

るO

月別の水温からみた腸炎

ビブリオは，水温が20
0

C以

上になる 6月から 9月にか

けて検出され， 20
0

C以下に

なる10月から3月には不検

出であった。

大城によれ，ば腸炎ヒブ

リオの発育は海水NaCl濃

度と水温に大きく左右され

るとしている O しかし，今

回の調査では， NaCI濃度

は夏期より冬期がし、くぶん

高値になっているが，いず

れも至適濃度とされている

3%前後であって腸炎ビブ

リオの動向との関連は認め

られなかった。

また海水温度との関係に

ついては， 7月から 9月に



かけて水温が20'C以上にな

るため急速に増殖しホタ

テ貝及び海水の両方から検

出された。

今回分離した腸炎ビプリ

オは，病原性の指標となる

神奈川現象が総て陰性であ 20.0 

ったが，血清型についてみ

てみるとK34:04， K30 

:05がホタテ貝と海水の

両方から分離された。

以上，腸炎ビプリオ食中 10.0 

毒予測のための基礎調査を

行ってきたが，今後もさら

に検討する予定であるO

文 献

1 ) 大友良光，他:陸

奥湾産ホタテ貝における腸

炎ピブリオ.青森県衛生研

究所報， 18， 15-16， 1981 

2) 大城俊彦:自然分
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青森県衛生研究所報 20， 31--32， 1983 

青森県地方のカモにおけるインフノレエンザウイ

ルスの調査(過去3年間の分離状況について)

阿部卒一 佐藤允武 石川和子

目的

青森県地方に地生しているカモ， 通称=地ガモミ及

び，渡り鳥を中心とした野生鳥類よりインフルエンザウ

インスの分離を試み，かつヒトインフルエンザウイルス

との関係を探る目的で調査をおこなった。

材料及び方法

1)分離用材料:1980年9月から 1982年10月に亘っ

て，有害鳥獣駆除または狩猟の目的で，射ち落されたカ

モ500羽の咽頭及び総排世口より， 984検体採取しま

た白鳥の検体は12月から 2月にかけて，飛来地に落ちて

いる糞便71を採取したものを検体とした口

2) ウイルス分離 8~1O日の発育鶏卵の捜尿膜腔内

及び羊膜哩内に接種し3TCで3日間培養後，紫尿液及び

羊水を採取し， HA (赤血球凝集)試験で分離の有無を

決めた。

3)ウイルス同定:HI (赤血球凝集抑制IJ)試験及び

NAI (ノイラミダーゼ抑制〉試験， さらに一部は 010

(二元免疫拡散)法で行った。

成 績

カモの検体984より， 111株の HA陽性因子が分離され

たが，白鳥の糞便材料71からは， HA陽性因子は得られ

なかった。また採集部位による分離数は咽頭由来の材料

より，総排世口の方が104株と明らかに高い分離数を示

した口 (表 1) 

パラミクソウイノレスまたは，インフルエンザウイルス

に対する免疫血清を用いてHI，NAI試験及びDID法で

HA陽性因子111株の同定を行った結果，パラミクソウイ

ルスで、あるNDVが34株， duck/HK/D3/75 6株， duck/ 

HK/199/77 5株であることが明らかとなった。 インフ

ルエンザウイルスは， Hav5Hx亜型7株，Hav6N2亜型13

株， HavflNav4亜型 1株， HavtNeq2亜型 1株， Hav6~N2 

亜型 1株， Hav7N2亜型4株， Hav7Nav4亜型15株 Hav7

Nav51亜型 1株，HaviNeq2亜型3砕， Nav9N2亜型5株，

HavllNav5亜型 1株であることが判明し， 多種類の型の

インフルエンザウイルスが分離された。(表 2)

表 1 カモの種類による分離数
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表2 分離ウイルスの抗原型による分類

|分離数!
抗原型同80年四81年間出 カモの種類

| コガモ(2)
N D V 14 10 11 Iカルガモ倒ョシガモ(1)

不明(2)
duck/HK 1 ') 1 jD3I75 i 2 3 Iカノレカ可(4) コガモ(2)

duck/HK 1 
/199/771 

Havo Nx I 

Hav6 N2 I 9 

Hav6 Nav41 

Hav6 Neq21 

Hav6?N2 I 

Hav7 N2 I 

Hav7 N aV41 14 

Hav7 Nav51 

4 Iカルカーモ(4) マガモ(1)

7 Iカルガモ(7)

2 2 IカルガモM

1 Iカノレカvモ(1)

カノレカ、、モ(1)

コガモ(1)

3 IカルブJ可 (3) コガモ(1)

1 Iカノレガモ(1$

カルガモ(1)

1 1川カルカガ、ず‘モ(2幻) マガモ(仕1)

3 1:iJルhカ如川/ルレガモω コガ向州モ引(仕1
カルカガガ、守司モ(仕1)

3 コガモ(3)
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考察

我々は1980年から1982年まで， 3年間カモよりインフ

ルエンザウイルスの分離を試み，多種類のインフルエン

ザウイルスを分離した。その結果，青森県地方に地生し

ている，カモ又は渡り鳥としてのカモの聞に多種類のイ

ンフルエンザ、ウイルスが，ほぼ同時期に同一地域に存在

していることが判明した。また，同時にカモの間でもイ

ンフルエンザウイルスの流行が存在し， 1980年には

Hav6 N2亜型，1981年Hav7Nav4亜型， 1981年HavoNx

亜型が流行したと思われる O パラインフルエンザウイル

32 

スである NDVは， 3年間一定の割合で分離されること

から， 常在性のウイルスであると思われる O ただこの

NDVがワクチン株であるか，野生株であるかは不明であ

る。

我々は過去 3年間の調査で，青森県地方におけるカモ

類のインフルエンザウイルスの保有状況を明らかにし

た。しかし今後の課題として，カモより直接ヒトイン

フルエンザウイルスを分離することや，ヒトとトリイン

フルエンザウイルスとの関連性などの解明を試みたし、と

思うO



「その

の病原調査

20， 33， 1983 

ランス事業における

他の感染性下痢症j

サーベイ

青森県衛生研究所報

奈良みどり

Campylobacterが認められたO

本菌の感染症は最近多数報告されているがぬlmonella

に次ぐ，又はそれ以上の頻度で検出され，主要病原とし

て定着されているように見受けられる。また，検出病原体

の中で同一検体から複数の病原体検出例 (Rotavirusと

Campylobacter4例，Coxsackievirus B群4型1例，Adeno

virus 3型 1例)が認められ， 最近における腸炎感染症

の特徴を示すものであった。

良光大友允武佐藤安延県川

表 2 StaPhylococcus仰向山の成績

コアグラーゼ型lエンテロトキシン型と例数 i 計

A型(1)

I C型(2)，型別不明(5)

I A型(3)，型別不明(1)

I A・B型(1)，B型(1)
!C型(1)，型別不明(1)
I C型(1)，型別不明(1)

C型(1)

7 

4 

2 

4 

型

型

型別不明

型

型

型

3 

4 

7 

8 

検出株の血清型はが'almonetla

3種 (8.infantis， S. stanley， 

S. bareil y) ，及び:Enteropatho-

genic E. coli 3 ~重 (0126 ; K 71， 

027; K七 01; K +)であっ

た口他に8taPhylococcusaureus 

19株(表2)，及びB:zcillus属 21

株 (B.subtilis13株，E. areus 

3株，B. bervis 2株，B. siw.Plex 

2株，B.ρumiles 1株〕が検出さ

れた。以上，本調査における「そ

の他の感染性下痢症」の主要病

原は，全体の78%の検出数を占

めたウイルス，特に Rotavirus

の占める割合が大きく，次に

C(!mわlobacte1腸炎が明らかに

された。

表 1 病原体の検出成績

検出病原体

ム口
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青森県感染症サーベイランス事業が昭和56年度から発

足し，以来患者定点からの感染症発生数の速報がなされ

ているが，その情報の中，特に本事業指定の対象疾病，

「その他の感染性下痢症」の発生届出数が，年聞を通し

極めて高く注目されてきた。当所では，これら実態を把

握するために病原体の調査を行った。

調査検体は 3医療機関(八戸市一阿部小児科医院，青

森市 斎藤小児科医院，弘前市一福島小児科医院〉の協

力を得て，昭和58年2月28日から同年3月28日まで，小

児下痢便156倹体が採取された。

病原体の調査は，細菌学的ウイルス学的険査の両面か

ら検討した。

結果は表 1の病原体検出成績に示すように， 76例に8

種病原体が明らかにされたが，その検出率は，約45%に

とどまった。検出頻度の最も高い病原体は， Rotavirus 

で総検体数の 35%(156検体中 54例)，総検出数の 71%

(76例中54例)で，それぞれの検出頻度において優位を占

めた。また，年令層における本病原の倹出頻度は，特に

9才以下の年令層で総倹出数の68%(76例中52例)をrlJ

め， 冬期における小児感染腸炎の主要病原であること

が改めて認識された。 次に検出率の高い病原体は，
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陽性例数
(%) 

患者下痢便
検体数

年令区分

五十

1才未満 53 24(45.3) 1 18 2 24 

1--4才 73 36(49.3) 6 1 30 39 

5 --9寸 23 8(34.8) 4 4 11 

10-14才 7 2(:28.6) 2 2 

合計 156 70(44.9) 113  3 54 2 76 
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青森県衛生研究所報 20， 34， 1983 

県内三地区の若年者(中高校生)における

A型肝炎ウイノレス抗体の保有状況

佐藤允武 阿部宰・ 野目キョウ

生ガキの摂食が原因とみられるA型肝炎の発生が1983

年 1月から 4月頃までみられ， 4月末日までの患者数

は，死亡3名(確定〉を含み， 577名に達した (A型肝

炎対策委員会資料)。 このため県では弘大医学部の協力

を得て，秋にA型肝炎対策委員会を設置し現在 2~3

の監視事業を行っているO ここでは，対策の一環として

実施した若年者(中高校生〕の抗体保有調査の結果につ

いて報告する。

1 ) 使用試薬及び光度計

i )試薬夕、、イナボット社

HA抗体検出用EIA試薬キット

ii) 光度計 コロナMTP-12

~)結果 別表

県内三地区の若年者(中，高校生〉におけるA型肝炎ウイルスの抗体保有状況

??且一一校 名叶|同一学特一吋一年4巾|同同一採刷叫一一血畔叩年伺叩月朋日|阿検日査 数|一戸U性 数伊*l一陰日性 判一数
. ... .. I 1 I S 58.12. 8 I 51 0 51 0 

青 森|油川中学校 21" 50 0 50 0 

l 3  "52  0 52 0 

l lll幻8121l48147O
大湊中学校:? " 50 0 50 0 

I 3!"  51 0 51 0 
む つ| 斗一一寸 ←ー÷一一一一一一 一一一一一一一一一

S58.11.30 1 50 0 49 1 40%*2 
1 --1...'1# -1+ 1 " 137%¥ 
|大湊高校 I 2 " 50 0 48 2 ~ 56 % ) 
3"  GO 0 49 1 31% 

I 1 I S 58.12. 6 I 50 0 50 0 

|鮫中学校 12 " 50 0 50 0 

3 1 "  50 2 48 0 
八戸卜

1 I S 58 . 11 . 21 I 50 0 50 0 

北高校 1 2 (1  50 0 50 0 

I 3 I 24 I 50 0 50 0 

計

* 被検血清の抑制%で判定
陰性<30%孟判定保留く70%豆陽性

串2 抑制%

752 

34 

3(0.39%) 745 4 



青森県衛生研究所報 20. 35-37， 1983 

クレオソート油汚染魚介類の調査結果について

宮田淳子 古川章子 秋山由美子 小鹿 晋本

小林英」

はじめに

昭和58年 2月3日，下北半島尻屋崎沖で発生したタン

カ一座礁により，木材防腐剤クレオソート油が大量に、流

出し，附近一帯の海域が汚染され，ウニ，アワビなどの

魚介類がへい死したO

当所では，県漁政課の依頼によりクレオソート油によ

る汚染状況を把握するため，座礁海域付近から採取され

た魚介類について調査を行なった。

クレオソートは，グアヤコール，クレオゾールなど10

種以上のフェノール誘導体を含み1)刺激性の煙臭が極

めて強いので搬入された試料について，予試験として官

能試験を行ないクレオソート油臭の有無を調べたD

さらに ]ISK0102，フェノール類 4ーアミノアンチ

ピリン法2)を応用することにより，クレオソート油の定

性が可能であったので， この調査結果について報告す

る。

調査方法

1. 事故発生地点及び試料採取地点

図--1に示すとおり。

2. 試料採取月日及び試料名

2月6日

ヨーガンE焦 4

o ~ 
大根

O .5 1.Okm 

図-1

④地点 ウニ，アワビ，ホヤ，イガイ

2月7日

②地点 ウニ，アワビ，海藻，ヒトデ

③地点ホヤ，イガイ

④地点アワビ

⑤地点 ウニ，アワビ，ホヤ

⑥地点アワビ

⑦地点 ウニ，アワビ，ホヤ，イガイ

汚染源とみられる沈澱物

3. 官能試験

当所職員 7人(男 3人，女 4人〉をパネラーとして，

ビニール袋にし、れて搬入された試料について，それぞれ

袋の開口部より直接臭いを嘆いでもらい，クレオソート

油臭の有無を調べた。

4. 定性試験

1 )装置

超音波装置 :BRANSON社製 Ultrasonic

cleaner 

分光々度計:目立323型自記分光々度計

2)試薬

クレオソート:和光純薬， その他の試薬は和光

純薬特級を使用した。

ζ〉④
。③

⑥

向。
事故発生地点及び試料採取地点

'"公害課

一一 35-



3) 試験方法

図2に示すとおり。

|試料|

トエチルアルコール

超音波抽出(約 3min) 

デカンテーション

ト nーヘキサン
エチルアルコール | l-出

n-ヘキサン

吸引口過

卜溶媒除去(ロータリ一日レ十)

残留物

ト水 リン酸(1 + 9 )で川以下

水蒸気蒸留

留液 (200m2) 

口過

I水酸化ナトリウムで l
I pH 12-12.5 

「一-i卜四塩化炭素 ! 

lJ層 四塩lヒ炭素層 i
~ 
l すてる l 

|一一一一一一一一一一一一一l

塩化アンモニウム・アンモニア試;夜で、

pHIO 

4ーアミノアンチピリン

フェリシアンイヒカリウム

発色

クロロホルム抽出

自記介光々度計で吸収スペクトル測定

( 340nm-700nm) 

図-2

調査結果

1.官能試験

結果を表 1に示す。採取①，②，③，⑤，⑥地点か

らの試料については，パネラー 7人中5人以上が刺激性

のクレ万ソート油臭を感じており，これらの試料につい

ては， クレオソート油による汚染が懸念された。

食品の官能試験法3)は，パネラーの教育，訓練，測定

環境の快適など，いくつかの条件を完備することが必要

であるが，今回の場合緊急性を要するため，一応の目安

として行なったものである O しかし表-1に示したと

おり，定性試験とその結果がほぼ一致した。

2. 定性試験

クレオソートはグアヤコール，クレオゾールなどを含

むフェノール類の混合物で、あるため， ]ISK0102，フェ

ノール類 4ーアミノアンチピリン法を応用することに

より 2f1gまで定性可能であった。

沈澱物及び①地点のウニ，アワビ，イガイ，②地点の

ウニ，アワビ，海藻，⑤地点のウニ，⑥地点のアワビに

ついては，図-3に示すように，標準用試薬クレオソー

トと同ーの吸収ピークが認められた。

①地点のホヤ，②地点のヒトデタ③地点のホヤ，イガ

イ，⑤地点のアワビ，ホヤについては図-~-4に示すよう

に， 吸収ピークが不明瞭であった。 そこで留液から油

分，タール類を四塩化炭素で、除去することによって図-

5に示すように明確なピークが得られた。

吸
光
度
・
「

図-3 標準用試薬の吸収ピーク
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表-1 定性試験結果

r-:;苦手lJTLl② | ③ @月(日⑤

吸
光
度
↑

460nm →波長

図 4 試料(①地点のホヤ〉吸収ピーク
-油分・タール分除去前

まとめ

青森県近拡においてクレオソート油の流出事故が発生

し附近一帯の海域が汚染された。当所は魚介類のクレ

オソート汚染状況を調査した。

試験方法として官能試験と定性試験を行った。官能試

験の結果20試料中14試料においてクレオソート油臭を識

別した。定性試験は ]ISK0102フ工ノール類， 4ーアミ

ノアンチピリン法を応用したところ，官能試験と同じ14

試料に標準用試薬のクレオソートと同一な吸収ピークが

認められた。検出限界は 2ρgで、あった。

吸
光
度
↑

+波長460nm 

図 5 試料(①地点のホヤ)吸収ピーク
一油分・タール分除去後

以上のことから，クレオソート油汚染魚介類の定性試

験に同法の応用は可能であると思われる O
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先天性代謝異常症等のマス・スクリーニング

実施状況について(昭和57年度〉

野呂キョウ 石川和子 萩野幸男

はじめに

青森県において，先天性代謝異常マス・スクリーニン

グは，昭和53年7月より実施してから 5年目になり，県

内の産科医院等医療施設の協力を得て実施している O さ

らに昭和55年4月 1日より甲状腺機能低下症(クレチン

症〉の検査を栄研イムノケミカル研究所に委託し実施し

てしる。昭和57年4月より昭和58年 3月まで，検査成績

について報告する。

方 法

青森県内の医療機関等で出生した新生児を対象に生後

5日以後足の裏より採血しろ紙にしみこませ，乾燥後

郵送されたものを検体として検査に供している O

検査対象となる疾病のうち，フェニールケトン尿症，

ホモシスチン尿症，メーフ。ルシロップ尿症(楓糖尿症)， 

及びヒスチジン血症については，ガスリー法(血中アミ

ノ酸濃度をバイオアッセイの手法，枯草菌の発育阻止程

度によって半定量的に分析する)で行っているO ガラグ

トース血症については，従来のボイトラ一法(ガラクト

ース代謝系の酵素活性の測定)に加えて57年度よりさら

にベイゲン法(大腸菌のファージによる溶菌現象を応用

した半定量〉を併用しているO

クレチン症については，外部検査機関に委託し甲状

腺刺激ホルモン (TSH)の濃度をラジオイムノアッセイ

(RIA法〉によって測定している O

検査実施状況及び検査結果

57年度に受け付けた件数は，表1のとおり， 21，012件

でその管内別に示したが県内住居者は19，827件，県外住

居者(里帰り分娩者〉と推定される者は， 1， 185件で約

5%であった。 57年度 (4 月 ~58年 3 月〉の本県の出

生件数21，719件，と推定されこの検査の受検率は約92%

位であった。

郵送された検体の中で，検体不備は表2のとおりで，

再採血を依頼し，受理した件数は58件で，昨年の 134件

にくらべ今年はかなり減少した。また検査した中に検査

判定不能なもの(抗生物質等によるいわゆる「ヌケJ) 
が31件であるが，再検査のため再採血し検査したもの

は23件で回収率は74%にとどまった。

フェニールケトン尿症，メーフ。ルシロップ尿症，ホモ

シスチン尿症， ヒスチジン血症，ガラクトース血症，の

5疾患の検査は当所で行ってるが，疑陽性について再採

血検査したのは表3のとおりであるO 前述のとおりガラ

クトース血症について，新たにベイゲン法を併用して，

血中濃度を半定量しているが，そのカットオフポイント

を8mg/dlを基準としている O

表 1 保健所管内の住所別受付(依頼〉件数

青森!弘前|八戸[五所川原[黒石|十和田

4判 2吋 3州 1，54311ω31 1，137 

むつ|七戸|鯵ケ沢|三沢|三戸|県外|合計

1，吋 1，州吋叫判 1吋川12
県内 19，827，県外 1，185

表 2 検体不備による再採血依頼

一竺一一戸一土-竺|一一竺-一
一空--JfJT一一一竺J- ?と一一
内 I~-旦竺竺竺」 -j­
採血が生後 4日以前 19

訳|一両五可ItLI:)-I--~-~ 

採血を依頼しても再採血しない 12 

表 3 疑陽性による再採血検査

|再採血依頼数[陽性数

フェールケトン尿症 o I 0 

メープルシロップ尿症 1 I 0 
ホモシスチン尿症[ 4 I 0 
ヒスチジン血症| 5 1 

ガ ラクトース血症 27 4 
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当所で2回とも，疑陽性になった検体は，さらに国立

武蔵療養所神経センター診断研究部に検査を依頼してい

るO その検査結果により，精検を医療機関に通知してい

るO その内訳は表4のとおりで， ヒスチ Jン血症 1例，

ガラクトース血症4例であった。いずれも精検ではほぼ

正常となっており経過観察中とのことである O

表 4 精密倹査依頼の険査結果

患児(生年月日 1:賢官|疾患名[検 査 値 l 診 断 結 果

A I 57. 3.20 I 57. 4.16 Iヒスチジン血症|ヒスチジン 8mg/dl| ヒスチジン除去ミルク投与後，正常
_.. _. ~~ ~.. -......v 1 ~ / - / ./ ~ llll zu: 1 ウロカニン酸 (ー経過観察中

B 157二16ド7工不クトース血症 ltI=7l/r-7. …所見正常
C I574181575li--ス血症!初二両一過性高ガラク1二1ÍIl~函
Dト78T824l一一血症[ガラクトース 16mg/dl1瓦正常
E l57814578十一止ガラクトース…Hll 所見 J
次に甲状腺機能低下症(クレチン症)の検査は，前述

のとおり東京，栄研I.C.Lに委託している O 検査方法は

血中TSH値の測定でRIA法で行っているO その検査結

果等は，表5のとおりであるが， TSH値が20μU/ml以

上は再採血依頼をしている O その結果，疑陽性又は陽性

者は表 6のとおりで，一応精検をして目下経過観察中の

ものが大半である。またこの中で:'T4(甲状腺ホルモン)

を併せ定量し， 5，ug/dl以下は念のため精密検査を医療機

関に依頼している O

表5 クレチン症受付検体数及び再検査件数

再検査検体数の内訳単位 (μU/ml) I 
受付年月|検体番号[検体数 一一一|再提出

l l20以上 I~~ & :1115未満|その他 l依頼件数1 ':'V.l;7-.i... 120* 何 1 1. LJ~jIUIJ -<... V../ I~ 1 

計 1 1~山 lM31l|
- --~~-- 計 1.035 (再検査率 5附 l 

表6 クνチン症精密検査依頼検体の診断の状況

初回採血検体 |再提出検体

ff712盈 l唾 JT-4{@:11_ ~ I TSl-出竺信¥ケ??T
A 157. 5.14 1 2叫 14.91 16.11 921 ι判 21.51 7.91一過性高TSH血症

1 rr7 10'  0 1 '" ，，，1 '" ，，1 10 1 ，，，1 ， r~r1 10 1 ， .-1 B 1 57. 5.18 1 3，1461 21.81 I_~~ 1 1.31 4，5751 I_~~ I 1.61一通性高TSH血症，v.. v.....u 1 '--".l....vl ':'.l，ul 以下.l..o..J1 '-:t:， | 以下1.，VI

C l57. 8.301 9，吋 22.01 19.81 8.01 11叫 39.07.01キ正常

D i 57. 4.22 1 1，叫 21.226.56.71 3，18210.61 4.81キ正常

E57.10.5! 山 531 28.01 23.81 781ω451 1791 3.21恭正常

F58120  l17叫 99.71 104.61 9.11 治療開始 lクレチン症

申正常現在までクレチン症の症状はなく，成長等に問題はなく正常と思われる。念の為に月に一度程度，医療

機関にて観察を続けている O
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青森県の温泉

野村真美 桶田幾代'.'

高橋政教 小林英一
本公害課

昭和57年 4月から昭和58

年 3月までに，当所に依頼

された46件の鉱泉分析の成

績は，別表のとおりであ

るO

46件の鉱泉を泉質別に分

類すると，塩化物泉が31ケ

所(ナトリウム 塩化物泉

は21ケ所)と最も多く，つ

いで単純温泉11ケ所，硫酸

塩泉 3ヶ所，炭酸水素塩泉

1ケ所であった。

別表

源 泉 名|比 1 根岸温泉 |比 2 小泉温泉

(ilIA 泉 名平館不老不死温泉山田温泉)

湧 出 地!東津軽郡平館村大字根岸 i北津軽郡鶴田町大字鶴田
| 字湯の沢121 字小泉460--5

調査年月日 57. 4. 5 57. 4. 12 

泉温(気温)oc 40.0 (13.0) 61.0 (16.0) 

湧出量 s/min 1 63.8 

掘さく深度 (m) 自然湧出 800 

湧出地 8.6 8.1 
H値
試験室 8.76 7.98 

密度 (200/40) 0.9992 1. 0015 

蒸発残留物 (g/kg) 1 1. 251 3.949 

陽イオン I mg I m 川 1m 叫 %1 mg m 叫 1m川%

H+|l  i l ll  
95.98 ! 

K + 2.9 
1 
0.07 

1 
0.39 

I 
81. 6 ! 2.09 1 3.07 i 

NHI+ 0.1 i 0.01 i 0.06 I 4.6 I 0.26 I 0.38 I 

Mg2+ 0.1 
I 
0.01 
I 
0.06 

i 
0.31 0.0

2
1 0.03 1

1 

Ca2+ 128.1 1 6.39 1 35.92 1 7.3 1 0.36 1 0.53 

1:;十 0.0 ! 
0.00 I 0.00 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

Mn~+ ;:; 
1 0.00 

i 

; :;;  

i 0.1 I 0.00 I 0.00 

Fe2+十Fe3十 0.0: 0.00 I 0.00 I 0.1 I 0.00 i 0.00 

Li+ -1 一 -1
計 391.2 

I 
17.79 
I 
100. 山

I
67.98 
I 
100 

陰イオン

F - O. 2 
I 
0 . 01 

I 
O. 06 
I 
1. 0 
I 
0 . 05 
I 
O. 07 

Cl- 48.2 I 1.36 I 7.67 I 1780. I 
50.21 i 73.77 

Br - - I -
1 

-
I 

-
I 

L-loil  O-l O-lJl  

HS - -
! 

-

1 

- -

1 

-

I 

S04~- 766.0 
i 

15.95 
I 
89.96 

1 
16.5 

I 

0.34 
1 

0.50 

HP042- O. 1 0.00 0.00 
1 

0.7 O. ol 0.01 

HC03- -
i 

--
I 

-
I 
973.0 

I 
15.95 

i 
23.44 

1 

C03~- 12.0 
I 

0.40 
I 
2.26 
I 
45.0 
I 
1.50 
I 
2.20 
i 

計
I 
8部川 17731100 i2制 ! 

6806|100. 

遊千竺竺
lー
19

一一
!l lJ?L一一!! l 

H2Si03 39.6 ! 0.50 I 225.6 I 2.89 I 

田 O2 9 . 2 I O. 21 I 83 . 3 iω  

!?1-i-1lM110bl  
j|!| 一|一

計 1二竺J-~~i |…，.____5__._3__4_1 
I 

| 成分総計 g/kg
1 

1.267 4.743 

l
泉

明|ナトリウムカーム|ナトリウム問炭
只 -硫酸塩温泉 ! 酸水素塩温泉
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|源 泉 名 l比 3 森ノ上温泉 l比 4 東岩木山温泉

(温 泉 名) I (天間林村運動公閤温泉) i 津野華温泉)

湧 出 地|上北郡天間林村大字天間 |中津軽郡岩木町大字百沢
館宇森ノ上16-4 字東岩木山2290

調査年月日 57. 4. 7 

泉温(気温)oc I 42.6 (18.6) 43.8 (18.0) 

No.5 田浦温泉

(大森温泉)

弘前市大字大森字国浦
85-1 

57. 4. 30 

47.0 (20.5) 

湧出量.e/min 1 360 1000 3ω 

掘さく深度(m ) 966 600 900 

湧出地 8.5 6.8 
pHfl直
試験室 8.62 6.89 8.00 

密度 (200/40) I 0.9985 1. 0005 

蒸発残留物仙g) I 0.2402 2側 | 

陽イオン 1 mg 1 m val 1m 叫 %1 mg 1 mval 1m 川 %1 mg 1 m 凶 1m叫%

H+ - I - i - 1 - 1 - 1 - 1 - 1 - 1 

N a + 36.0 1 1. 57 1 67.09 I 5ωo 1 24.36 1 67.21 1 614.0 1 26.71 I 95.53 

K + 2.8 1 0.07 I 2.99 I 56.0 1 1. 43 I 3.94 1 28.6 1 0.73! 2.61 

NH4+ 0.1 1 0.01 I 0.43 I 1. 7 I 0.09 I 0.25 1 2.0 I 0.11 I 0.39 

孔192+ 0.0 I 0.00 ! 0.00 i 39.4 I 3.24 I 8.94 i ] .3 I 0.11 1 0.39 

Ca2+ 13.6 1 0.68 I 29.06 I 139.5 I 6.96 I 19.20 i 5.8 I 0.29 I 1.04 

Al!l十 o.1 1 0 . 01 1 O. 43 ! O. 1 i 0 . 01 1 0 . 03 1 0 . 0 1 0 . 00 I 0 . 00 

Mn2+ 0.0 1 0.00 i 0.00 1 0.4 1 0.01 I 0.03 I 0.0 I 0.00 1 0.00 

Fe2+十Fe3+ 0.1 I 0.00 1 0.00 I 4.0 I 0.14 1 0.39 1 0.3 1 0.01 I 0.04 

Li+ --1 --1 - i -1 -1 - I -1 --i 

言 1 52.7 1 2.34 1 100. 1 801.1 1 36μ1 100. 1 65201 幻 96I 100 

陰イオン mg 1 m val 1m val %1 mg [m  val 1m val %1 mg 1 m valm val % 

F l O 1iO  011 O 43l O 21 O OllO  031151O  081Oぉ

Cl- 36.0 i 1.021 44.351 902.5 I 25.46 I 69.18 I 429.51 12.11 I 43.08 

Br- --I - I - I - i - I ー |ー!

L l OIl o()010ムl ゴ二l11 二[
凶一 | | l l l l -| -l -l 
S042- 10.3 I 0.21 I 9.13 I 138.0 i 2.87 i 7.80 I 21. 4 i 0.44 I 1. 57 
HP042- 1 .8! 0 似 11741O4|O  ()1l O 031 09|O  02|O仰

HCO← 38.0 I 0.62 I 26.96 I 515.6 i 8.45! 22.96! 870.0! 14.26 i 

C032-ω[040  i 1739ill-1360  l120  l427  

計 1 98.312.301 100. I 1悶 71 36.8o I 100. 1359.31 28.11 I 100 

遊離成分 |mg 'm  mol 1 mg 1 m mol mg 1 m mol 

H2Si03 94.1 1 1.21 I 199.21 2.551 190.7 ! 

HB02 4.4 1 0.1 I 34.0 I 0.78 1 11.0 I 0.25 
CO2 一 - I 267.7 I 6.08 i 50.8 I 1.15 ! 

H2S -1 -1 -1 - 1-1  -1 

ず ーっ…1.~'I … 252.5 …| 
五五五五示;--，---;問 l i-一ー2.:ゐ一一一
泉 質[ アルカリ性単純温泉 [副長長伝塩化物・炭 [ ナぷ拠点炭酸水素塩
(旧泉質名)-単純温泉) | (含重曹一食塩泉) 1 .(含食塩一重曹泉)
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民 6 柏崎温泉 1号線

(卵湯温泉 1号泉)

八戸市相崎5丁目117-20

57. 5. 24 

32.0 (21.0) 

530 

248 

7.88 

8.03 

0.9994 

1.397 

No. 7 神原温泉

(神原温泉)

弘前市大字高杉字神原93-2

57. 5. 28 

42.0 (23.0) 

500 

730 

7.40 

7.69 

1.0002 

2.696 

No.8 堂野前温泉

(リパーサイド温泉)

南津軽郡田舎館村大字堂野前字前川
原248-51

57. 6. 1 

44.0 (16.0) 

500 

1150 

8.54 

7.87 

0.9988 

0.3333 

mg m valm叫%I mg I m 叫 1 m val % I mg m 叫 m叫%

川
山
一
川
一

一

m
一

A
浩

一

一

6
一

一

一
3

一
刊
一

一

m
一

一「

部

位

臼

辺

河

町

ω
日

一

一

%

一

1
i
q
u

ハリ

1
よ

q
d

ハU

ハυ
ハ

リ

一

向
U

一
t
l

一

9

一

O
一

a
一

-一

V

一

一

m
一

一

6

8

4

6

2

3

0

7

一
一
、
b

一

一

一
ウ
d

q

u

っ
“
戸
り
円
i

ハU

ハ
リ
ハ
V

一
一
月
i

一
1
1

一

1

1

0

0

1

0

0

0

一

5
一
司
一

4

一
4

一
、
一

一

m
一

一

0

0

3

8

5

3

1

9

一
一

9
一

一

一

仏

4

4

G

4

仏

仏

L

一
一

L
一

一

M

m

5

3

一

6
一

g

k

一

m

一

口

幻

ωω
比

小

川

小

川

ω
一

一

一

%

一

0

2

0

6

1

0

0

0

一
O
一
l

n

R

u

t

-

-

八

U

一

a

-一
V
一

m
一

一

η
臼

ω
ω
ω
ω
∞

∞

一

一

弘

一

1
一

8

0

0

1

2

0

0

0

一

3
一
1

一

一
ワ
ム
一
、
一

m

一川一一

一

位

叫

一

3.13 85.99 

0.14 3.85 

0.27 0.01 

0.01 0.27 

0.33 

0.00 

0.0。
9.07 

ハ
リ
ハ
υ

ハ
リ
ハ
U

ハ
U

ハ
U

0.02 0.55 

0.5 I 0.03 I 0.13 I 0.03 0.06 I O 8i 1.08 

630.0 17.77 74.66 1480. 41. 74 89.61 94.9 2.68 72.24 

仏

仏

仏

仏

一

旦

一

一

却

旧

刊

日

一

回

ハ
リ
ハ
υ

a

q

八

U

一

fo

ι

J

J

ο

一

8
一

2

一

7
一

月

i

A

U

ハU
A

せ

一

1
ょ

1

A

-

ハU

一

配
川
-
1
1
一
0

1

一U
U

3

0

7

一

5

0

4

1

一
8
一
泊
一

4

0

0

4

一

3

0

2

0

一

弘

一

則

一

札

仏

L

L

一

一

m
一

一

一

1

1

ι

ο

一
1
一

一

J

J

D

一
一

ι
一

8

0

6

3

一
8
一

一

4

1

4

一
9
一

6

4

4

一

g
一
3

4

一

7
一

1

1

9

一

m
一

一

1.549 

ナトリウム塩化物温泉
(弱食塩泉)

ハUパυ

12.0 

0.1 

45 

ハリハUハU
八
UハリハU

0.25 

0.00 

6.74 

ハリハリハU

0.74 19.95 

[竺」 m山 m凶n

129.7 I 1.66 

2勾:06.13…¥Jム4ゐO 
|3.035  

| ナトリウム一塩化物祖泉
(弱食塩泉)

(二147jij

43.4 

33.0 

0.99 

0.75 

0.385fi 

アルカリ性単純温泉
(単純瓶泉)

一一 43←



源泉名

(温泉名)

湧出地

調査年月日

泉温(気温)'C 

湧出量 s/min 
掘さく深度 (m)

湧出地
pH値
試験室

No. 9 広富温泉

(広富温泉)

五所川原市大字福山字広富
48-5 

57. 6. 4 

52.6 (22.0) 

36.7 

7.56 

7.74 

No. 10 北膳前温泉 No.11 五所温泉

(東北町老人福祉 ) (御所温泉)
センター温泉

里中津見軽郡相馬村大字五所字
上北郡東北町字北膳前32-1 47-2 

57. 6. 3 57. 6. 28 

48.6 (13.0) 47.3 (16.0) 

105 

不明 720 

7.51 8.0 

7.71 7.96 

密度 (200/40) 1.0012 1.0018 1.0002 

蒸発残留物句/kg)1 3.591 4528 3.105 

陽イオン I mg Im叫 1m 凶 %1mg 1m川 im川料 mg Im  val 1m叫%

日+ -1 -1 -1 -1 -1 --1 

Na+ 1320. 1 57.41 I 96.681 1650. i 71.771 94.91 1 1050. 45.671 88.47 

K+ 25.0 I 0.63 ! 1.06 I 59.0 I 1.51 I 2.00 I 63.3! 1.62 I 3.14 

NH4+ 1.5: 0侃 o.13 I O. 8 I 0 . 04 I O. 05 I 0 . 7 i 0 ω0.08  
Mg2+ 5.0 I 0.41 i 0.69 I 6.3 i 0.52 I 0.69 I 8.8 I 0.72 I 1.39 

Ca2+ 14.7! 0.73 I 1.23 I 32.6 I 1.76 I 2.32 I 71.4 i 3.56 i 6.90 

Al:l+ 0.0 i 0.00 1 0.00 I 0.0 I 0.00 1 0.00 1 0.0 I 0.00 I 0.0。
孔1n2→ 0.1I O.OO! 0.00 I 0.1 I 0.00 I 0.00 I 0.1 I 0.00 I 0.00 

Fe2+十Fe3+ 3.4: 0.12 I 0.20 I 0.6 I 0.02 I 0.03 I 0.21 0.01 i 0.02 

Li+l-l-l-l-l-l-i-[!  

計 I1369.71 59.38 1 100. 1749.41 75.621 100. 四 51 51.621 100 

陰イオン mg m 叫 1mval刻 mg m vai. 1m val料 mg I m 川 1m叫%
F一 3.71 0.191 0.321 0.4 1 0.02 I 0.03 1 0.71 0.041 0侃

Cl- 1 1550. 43.72 l 73.47 i 2450. 1 69.11 I 90.19 1 1655. 1 46.68! 90.18 

Bc  - I - I - I - I - I - I 

L J171 二[二l 」 1

HS- - I --I - I - I - I 

S04~- 474.0 I 9.871 16.591 175.51 3.65 i 4.76 i 122.0 1 2.541 4.91 

HP042- 0.0 I 0.00 i 0.00 1 O. 2 ! 0.00 I 0.00 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

HC03一 85.4I 1. 40 I 2.35 I 222.7 I 3.65 1 4.76 I 152.5 I 2.50 I 4.83 

cos~- 130.0 I 4.33 I 7.28 I 6.0! 0.20 I 0.26 I 一|

計 [ω1i 59.51I 100. 12854.8I 76.631 100l 附 2I 51. 76 1 100 

遊一色竺-U竺ど土土~I mg m mol I 竺↓竺竺[
附 4 2.13 I 102.9 I 1.32 ! 

l329l O751! 日

237.7 I 4.03 I 

成分総計山 3742 4ω  3.239 

泉 質! ナトリウムー塩化物温泉 | ナトリウム一塩化物温泉 | ナトリウム一塩化物温泉
旧泉質名弱食塩泉) 弱食塩泉弱食塩泉〉
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No. 12 向川原田温泉 | 
(中国 1号温泉

南津軽郡平賀町大字唐竹字向川 | 
原田15-1

57. 6. 29 

60.5 (22.0) 

m川 |m川%|mg 

400 

420 

7.6 

7.80 

0.9995 

1.391 

No. 13 城ヶ沢温泉

(城ヶ沢温泉)

むつ市域ヶ沢字武士)1¥3 

57. 7. 19 

48.3 (22.0) 

450 

不明

6.88 

6.78 

1.0130 

19.44 

No. 14 西碇ケ関山温泉

(青森地商紛温泉)

南津軽郡碇ケ関村大字碇ケ関字西
碇ケ関山 1-227 

57. 7. 20 

74.0 (32.0) 

300 

500 

6.58 

6.58 

1.0062 

10.10 

m 叫 1m 川 % 1 mg m val m叫%

264.5 I 78.03 

395.0 i 10.10 1 2.98 

008l 

0.00 I 0.00 

0.24 1 0.07 

31i O 11lO  03 

o . 2 I O. 03 I O. 01 

7ω338.9  I 10O. 4037 . I 179 .4 I 100 

mg I m 叫 1m川芳 mg m va1 1m叫%

O 41O  O2|O  ()1 

1山 O. 315.9 91.83 

14 .8 i O. 19 I O. 06 

()T l 

ロ19

6080. 

jjjJjjijj11:;;jJi  

869.5 I 21.48 I 100. 12551.Mo I 100. I 6ω182.0  

320.0 

14.7 

0.2 

1.4 

140.3 

0.1 

0.0 

0.2 

1.2 

468.7 

13.92 

0.38 

0.01 

0.11 

7.00 

0.01 

0.00 

0.01 

64.93 

1.77 

0.05 

0.51 

32.65 

0.05 

0.00 

0.0:5 

21.441 100. I 

m 叫 lm 叫 %1
0.28 

塩ム
¥

ノ

ウ

泉
シ

塩

ル
泉
食

カ
温
一
.
塩
膏

ム
酸
石

ウ
硫
含

リ
リ
ノ
・

/
t
、¥

ト
物
ナ
化

1.4 

210.4 

932.3 

0.0 
《

h
u
ハり

5.4 

ナトリウム一塩化物強塩温泉
(強食塩泉)

- 45 

3150. 

190.0 

0.02 0.7 

5.11 86.9 

591.3 

0.0 

0.3 

16.7 

1.3 

0.9 

6027 

6.2 

170.0 

0.08 

0.01 3.6 

228.0 

0.0 

433.2 

76.38 

2.71 

0.02 

3.99 

16.45 

0.00 

0.01 

0.33 

0.11 

0.05 0.03 

93.40 

0.04 

0.03 0.02 

4.75 

0.00 

2.61 

0.00 

7.10 3.90 

リウム一塩化物温泉 1 

(純食塩泉)

162.6 

ナ卜



源泉名

(温泉名)

湧出地

調査年月日

泉温(気温)OC 

Na. 15 下久保温泉

(館野温泉)

上北郡六戸町大字犬落瀬字
下久保174-22

57. 7. 26 

49.8 (21.0) 

湧出量f，/min I 600 

No. 16 上川原温泉2号線
(六戸ヘルスセンター 1 
クワハウス温泉l

上北郡六戸町大字上吉田
字上川原10-1

57. 7. 26 

43.8 (19.0) 

掘さく深度 (m) 1060 不明 i 

Na. 17 小川温泉

(弘前湯温泉)

むつ市小川町2丁目10-1

57. 8. 20 

31.0 (30.0) 

pH値湧出地 7.52 8.21 

試験室 7印 8.40 7初

密度 (200/40) 1.0012 

蒸発残留物 (g/kg) I 3.627 

陽イオン 1 mg 1 m 叫 1mval %I mg 1 m 叫 1m 叫 %1 mg 1 m val 1m叫%

H+ -[ --1 ー-[ -[ -! -1 ー|
Na+ I 1216. I 52.89! 85.58 i 24.3 I 1.06 I 76.26 I 5880. 255.8 I 

K+ 47.6 I 1.22 I 1.97 ! 2.2 I 0.06 I 4.32 I 150.0 I 3.84 i 
NH4+ 1.4 i 0.08! 0.13 I 0.1 I 0.01 I 0.72 I 

Mg2+ 17.2 [ 1.42 1 2.30 I 1.41 0.121 8.63 [ 51.6 i 4.24 i 1.51 

Ca2+ 123.21 6.15 i 9.95: 2.01 0.101 7.191 345.11 17.221 

AI3+ 0.0 I 0.00 I 0.00 I 0.1 I 0.01 I 0.72 I 0.0 I 0.00 I 

Mn2+ 0.4 I 0.01 1 0.02 I 0.0 I 0.00 I 0.00 I 1.1! 0.04 i 0.01 

Fe2++Fe3+ 0.5 I 0.02 I 0.03 I 0.8 I 0.03 I 2.16 I 0.8 i 0.03 i 0.01 

Li + 0.1 1 0.01 1 0.02 1 0.0 1 0.00 1 0.00 1 0.1 1 0.01 i 

計 11406. 1 61.8o 1 100. 1 30.9139 1 100lω1  281. 2 I 100 

陰イオン 1 mg 1 m 叫 1m 叫 %1 mg 1m叫 1mval %1 mg I m 叫 1mval % 

F一1.51 0.081 0.13! 0.21 0.01 1 0.681 2.1 I 0.11 1 

Cl- ! 1蜘 55.85I 89.43 i 10.9 I 0.31 1 21.09 i 9350. I 263.7 I 93.11 

r l:2l山口山口。:ool:l l 

OH- - I - 1 --i -1 -1 --1 - 1 -1 

HS- _. 1 - I - 1 - 1 - I - 1 - 1 

S042- 180.0 i 3.751 6.00 I 9.0! 0.19 [ 12.931 853.8 i 17.781 6.281 

HP042- 0.0 I 0.00 I 0.00 i 0.7 i 0.01 I 0.68 I 0.0 I 0.00 I 

HC03- 凶 41 2.351 3.76 i 45.81 0.751 51.021 97.61 1.60 1 

C032- 6.0 1 0.35 [ 0.56 I 6.0 i 0.20 1 13.60 [ - i 

計 |加 1 62.451 100. 72.61 1.471 100. 1附 4. 283.2 1 100 

竺-竺~5tJ_m~~竺~I 1-竺ι上一一011 l土g 一一ol(
H2Siω|11781151llm9l1331[1602[205l  

HBU2 33.4 I 0.76 I 15.7 I 0.36 I 0.8 I 0.02 I 

CO2 11.3 I 0.26 I 4.9 i 0.11 I 13.2 1 0.30 I 

H2S - I 一 -1 -i -]-1 

五 1 1…1…|!i-iぬ!li…1 2♂( 
成分お計山 1-3蹴 瓦~;80------1 16.91 

泉 質| ナトリウム一塩化物温泉 l 単 純 温 泉 l 品Aウム一塩化物強
旧泉質名弱食塩泉単純温民) | (強食塩泉)
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ぬ 18 大鰐温泉

(石原源泉)

南津軽郡大鰐町大字蔵館字川原
田8-1

57. 8. 17 

56.0 (34.0) 

200 

150 

7.10 

7.18 

0.9995 

Na. 19 大鰐温泉

(植田源泉〉

南津軽郡大鰐町大字大鰐字大鰐
111-9 

57. 8. 17 

58.5 (33.0) 

180 

80 

7.00 

6.92 

0.9999 

mg 1m val 1 m凶 %1 mg 1 m川 1mval % 

0.13 

16.99 

0.00 

0.00 

47 

Na. 20 大鰐温泉

(公民館源泉)

南津軽郡大鰐町大字大鰐字大鰐51-8

57. 8. 17 

66.5 (31.0) 

160 

200 

6.80 

6.88 

1.001 

3.729 

m val 
1 m val % 

45.93 74.70 

1.56 2.54 

0.09 0.15 

0.87 1.41 

12.70 20.65 

0.00 0.00 

0.03 0.05 

0.01 0.02 

0.30 0.49 
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比 23 川部温泉

(新下湯溢泉〕

青森市大宇野沢字川部79

57. 8. 17 

59.5 (32.0) 

57. 9. 2 

37.0 (32.0) 

113 

585 

8.9 

9.18 

0.9986 

0.4341 

陽イオン mg I m val 1m川久 mg I m val 1mω 料 mg I m川 1m叫%
H+ -1-1 ー -1 -1 -1 -1 
Na+ 380.0 I 16.53 I 69.19 I 580.0 I 25.23 I 72.60 I 106.2 I 4.62 I 94.87 

K十 25. 5 I O. 65 1 2 . 72 ! 35 . 0 i O. 90 I 2 . 59 I 3 . 3 I 0 . 08 I 

NH4 + O. 6 I 0 . 03 i O. 13 I 0.7 I 0 ω0.121 0.21 0.01 I 0.21 

Mg2+ 5.0 I 0.41 I 1. 72 I 5.4 I 0.44 1 1. 27 I 0.3 I 0.02 i 

Ca2+ 122.8 I 6.13 I 25.66 1 158.7 1 7.92 I 22.79 I 0.6 i 0.03! 

AI3+ 0.0 I 0.00 I 0.00 : 0.1 1 0.01 1 0.03 I 0.8 I 0.09 1 1.85 

Mn2+ 0.3 1 0.01 1 0.04 I 0.4 1 0.01 1 0.03 I 0.0 ! 0.00 1 
Fe2++Fe3+ 0.7 I 0.03 I 0.13 I 0.4 i 0.01 I 0.03 I 0.5 I 0.021 

L i + 0.7 I O. 10 1 0.42 I 1. 3 1 0.19 I 0.55 I 0.0 I 0.00 I 

計 53561 23.891 100.782.0 I 34.75 1 100. 山 9[487|100

陰イオン I mg I m 叫 1mval %1 mg 1 m 叫 |m叫 %1 mg I 
m 叫
1m叫%

F - 3 .0 
1 
O. 16 
1 
O. 66 
i 
2 . 7 
I 
O. 14 

I 
0.40 
1 
0.4 
1 
0 . 02 
1 

Cl- 630.0 1 17.77 I 73.31 1 1007. I 28.40 1 80.98: 50.2 I 1.42 I 29.16 

Br- 0.7 I 0.01 I 0.04 1 1.2 I 0.02 I 0.06 I 0.2 I 0.00 I 0.00 

L l-l 。ケ。川町 -l-l:l:|
HS一|ー|ー|ー-: -1 ー|

S042- 201.7 I 4.20 I 17.33 1 216.6 I 4.51 I 12.86 1 6.9 I 0.14 I 2.87 

HP042一 0.0i 0.00 1 0.00 ! 0.0 I 0.00 1 0.00 I 0.4 i 0.01 I 

HC03- 128.1 I 2.10 I 8.66 I 122.0! 2.00 i 5.70! 31.7 : 0.52 I 10.68 

c ω-
I 

--
I 

-
I 

-
1 
-
I 

82.3 
I 
2.74 
I 

1 二竺三ト 24.24I 10~_11坐日正rトー引一一出九
戸離成工竺~Jm mo~J I mg 1 m mol ! !__~J

…-l 
H2Si03 76.7 I 0.98 I 77.6 I 0.99 I 161.2 I 2.06 I 

HB02 1. 9 I 0 . 04 I 2 . 6 I 0 . 06 I O. 2 ! 0 . 00 I 

CO2 4 . 4 I O. 10 ! 22 . 0 I O. 50 I - ! 

H2S -
I 
-
I 

-
I 

-
I -

I 

計 83.0
1 
1.12
1 

102.21 1.55
1 

161.4
1 
2.06 

成分断十 g/kg二一工582 1----z--: 1-

質 i 
ナトリウム・カル、ンウム | ナトリウム・カル、ンウム | アルカリ性単純温泉

(旧泉質名f 一塩化物温泉 | 塩化物温泉 単純温泉)| (含塩化土類 食塩泉含塩化土類一食塩泉
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Na. 24相沢温泉 |ぬ 25井沢尚泉 No. 26深沢温泉

(草分温泉井沢町会温泉みちのく民宿温泉)

宮津軽郡碇ケ関村大字碇ケ関字相! 南津軽郡平賀町大字唐竹宇井沢70 青森市大字駒込字深沢650
沢60

57. 9. 16 

41.6 (23.5) 49.6 (31.0) 45.8 (25.0) 

450 300 750 

661 300 GOO 

8.06 7.80 

0.9987 0.9987 0.9992 

0.4280 0.4765 

mg m va1m  val % mg m val I m 川 %1 mg 1m叫 1m叫%

U6Ll …|一一|ー… 4.~ I 
4 . 7 1 O. 12 1 1. 76 1 6 . 4 1 O. 16 1 2 . 36 1 24 .0 I O. 61 1 5 . 10 

0.2 
I 
0.01 
I 
0.15 
I 
0.2 
I 
0.01 

i 
0.15 
I 

0.2 
I 
0.01 
I 
0侃

0.61 0.051 0.73 I 0.4 I 0.03! 0.44 I 25.8 I 2.12! 

8.8 I 0.44 1 6.46 I 26.0 1 1.30 I 19.14 I 82.8 I 4.13 I 34.56 

0.0 
1 
0.00 
1 
0.00 
I 
0.1 
1 
0.01 
i 
0.15 
1 

0.0 
1 
0.00 
1 
0.00 

0.1 
1 

0.00 
1 

0.00 
I 
0.0 

1 

0.00 
1 

0.00 
I 

0.4 
i 
0.01 

1 

0.08 

O. 1 I 0 . 00 I O. 00 1 O. 6 1 0 . 02 I O. 29 ! 2 . 1 ! O. 08 i O. 67 

0.1 
1 

0.01 
1 

0.15 
1 

0.0 
1 

0.00 
i 
0.00 

1 

0.1 
: 
0.01 

I 
0.08 

156.61 6.81 I00. I
山 7
I 
6.79 
I 
100. 249.9l1195l100 

mg 1 竺~lJm  val % mg m val mval~J mg m val m val竺l
1.1 I 0.06 I 0.86 1 1. 0 I 0.05 I 0.72 I 0.1 I 0.05 I 0.41 

169.7 I 4.79 I 69.02 I 104.0 I 2.93 I 42.22 I 35.1 I 1. 01 I 8.24 

0.3 I 0.00 1 0.00 1 0.2 ' 0.00 1 0.00 1 0.1 1 0.00 I 0.00 

0.0 ! 

0¥!¥1O!|(O):l O!|Oil  
O¥0.00  0 

17.61 0.371 5.331 152.0 3.161 45.531 450.0 i 9.371 

0.2 ! 0.00 I 0.00 
I 

0.0 
I 

0.00 
1 

0.00 I 0.0 i 0.00 
1 

1.52 I 21.90 I 12.2 I 0.20 I 2.88 I 111.1 I 1.82 I 

6 . 0 
I 
O. 20 
I 
2 . 88 
1 
18 .0 I O. 60 I 

8 . 65 
I 

-
I 

- -

I 

76.49 

0.00 

14.85 

287.76.941 100287.7|6941100l 日7.6
I 
12.25100 

一人-l-…~i 竺L-TLl i !?Fーピー!
59.0 i 0.76 I 40.7 I 0.52 I 142.4 I 

1.1 
I 
0.03 

I 
0.3 i 0.01 1 17.1 

I 
0.39 

山 oL l Ji:(。;-1i;:i
0.5047 0.483~34 ~----I1.065 

T r 1 ム・ ルシムー硫酸
単純出泉 i 単純出泉|塩温泉(単純温泉単純温泉 ~UllL7

j(..含石膏芭硝泉)
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源 泉 名

(温 泉 名)

湧 出 地

調査年月日

泉温(気温)'( 

湧出量.e/t:nin 

湧出地
H
値試験室

一

密度 (300/40)

蒸発残留物(g/kg)

陽 イ オ

肱 27砂子瀬温泉

(美山湖温泉)

中津軽郡西目屋村大字砂子
瀬字宮元40--21

57. 10. 22 

60.5 (18.0) 

420 

700 

8.0 

8.02 

1.0090 

11.23 

mg 1m 叫 1m 叫 %1

ぬ 28館岡温泉

(亀ケ岡温泉)

西津軽郡木造町大字館岡字
扉風山195--1 

57. 10. 28 

50.0 (16.0) 

180 

740 

6.98 

7.04 

1.0173 

26.49 

mg 1m川 1mval料

Na. 29稲元温泉

(三内稲元温泉〉

青5森市大字三内字稲元57の

57. 11 2 

45.0 (4.0) 

110 

1000 

7.12 

7.30 

1.0074 

12.43 

mg 
1
m 叫
1
m川%

4233. 184.1 87.83 

204.0 5.22 2.49 

2.8 0.16 0.08 

69.5 5.72 2.73 

286.9 14.32 6.83 

0.0 0.00 0.00 

0.6 0.02 0.01 

1.0 0.04 0.02 

。ーヌ 0.03 0.01 

|4320. 1問 2 I 100. 110108. Iω9  ! 100. I四 I209.6 1 100 

陰イオン mg 1 m val 1m val %1 mg I m 叫 1mval %1 mg I m val 1m val % 

i l i i 

?竺;:l::
計!印 81 2.95 I I___~~~~l___~ 竺 I 229.41 

成分総計 g/kg I 11.69 26.62 12.62 
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Nム30大坊温泉

(大坊温泉)

南津軽郡平賀町大字大坊字前田
80--3 

57. 11. 18 

61.0 (14.0) 

400 

550 

7.0 

7.00 

0.9990 

1.233 

No. 31川原田温泉

(石川温泉)

弘前市大字石川字川原田 4-2

57. 11. 18 

38.0 (14.0) 

770 

7.2 

7.19 

0.9996 

1.773 

肱 32北膳前温泉2号泉

(東北町老人福祉センター温泉〉

上北部東北町字北膳前32-1

57. 12. 1 

44.5 (13.0) 

2α) 

687 

7.8 

7.90 

0.9999 

2.276 

mglm叫 1m…mg I m val I m val % 1 mg l土 alJm  val % 一 -1 -1 --! -1 -1 -1 -1 
410.3 I 17.85 I 90.89 I 595.3 I 25.89 I 89.46 I 820.0 I 35.67 I 94.99 

20.6 I 0.53 ! 2.70 I 31. 7 I 0.81 I 2.80 i 26.8 ! 0.69 : 1.84 

0.00 I 0.00 I 0.3 ! 0.02 I 0ω0.5  I 0.03 I 0.08 

;lj:~I 

…r 19.64 100-. I 665.2 …100. 868¥仁十竺:??JJ九
一 m val mval% I mg m val 1m v~% 1一一仁 m叫 ~~立

2.79 

0.08 

7.25 

がふ[ ム05 肌 11273 29.45100. 削 9I 37.93 I 100 

1J:1;;m:-

1 1「己 l ~JffJJ11Lど一一一二.7三引.7
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源 泉 名 No.33平六沢上温泉 No. 34今泉温泉 I No. 35信沢温泉

(温 泉 名)平六沢上温泉今泉温泉東龍館温泉)

湧 出 地 i南津軽郡平賀町大字葛川字|北津軽郡中里町大字今泉字|上北郡東北町字情沢72--5
平六沢上121 布引105-1

調査年月日 57.12. 8 57. 12. 16 57. 12. 24 

泉温(気温)'c 54.0 (1.0) 48.0 (6.0) 37.0 (8.0) 

湧出量 s/min i 300 72 180 

掘さく深度(m) 850 1200 400 

湧出地 9.01 8.2 8.2 
pH値
試験室 8.96 8.50 8.30 

密度 (200/40) 0.9985 1. 0023 0.9984 

蒸発残留物(g/kg) 0.5113 5.637 0.1989 

陽イオン 1 mg 1m 叫 1m 叫 % mg 1 m 川 1m 叫 %1 mg 1 m 叫 1m川%

H+ -1-1 ー -1 -: -1 -1 

Na+ 132.0 I 5.741 88.4511011. 43.981 47.021 32.11 1.401 96.55 

K + 3 .0 I 0 . 08 1 1. 23 1 9 . 0 1 0 . 23 i o. 25 1 1. 2 I 0 . 03 I 2.07 
NH4+ 0.3 I 0.02 I 0.31 I 0.2 I 0.01 I 0.01 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

Mg2+ 0.1 I 0.01 ¥ 0.15 I 0.7 I 0.06 I 0.06 I 0.0 I 0.00 I 0.00 

Ca2+ 12.4 1 0.62 1 9.55: 986.4 1 49.22 1 52.62 1 0.1 1 0.01 1 0.00 

AlS+ 0.0 I 0.00 1 0.00 1 0.0 1 0.00 I 0.00 1 0.1 1 0.01 i 0.69 

民1102+ 0.0 i 0.00 1 0.00 1 0.0 1 0.00 1 0.00 1 0.0 1 0.00 1 0.00 

Fe:!+十Fe:l十 0.2: 0.01 1 0.15 1 0.7 1 0.03 1 0.03 1 0.1 1 0.00 1 0.00 

Li+ 0.1 1 0.01 I 0.15 I 0.1 I 0.01 I 0.01 : 0.1 I 0.01 I 0.69 

計 | 凶 11 6.49 1 100. 却し 93.54 1 100 1 33.71 1引 100.
陰イオン 1 mg 1 m川 |m叫刻 mg 1mω1m  va 1 %1 mg 1 

m川恒竺
F一 0.71 0.04 i 0.611 2.71 0.14 i 0.151 0.51 0.031 1.92 

Cl- 86.0 1 2.42 1 36.721 2730. 1 77.00 I 81.10 1 12.7 1 0.361 23.08 
Br- 0.1 1 0.00 1 0.00 1 6.0 i 0.08 I 0.08 I 0.2 I 0.00 1 0.00 

0.0 I 0.00 i 0.00 1 0.7 1 0.01 1 0.01 1 0.0 1 0.00 1 0.00 

OH- 0.2 1 0.01 1 0.15 1 ー|-|

HS- ー|ー|ー|-l|

S042- 147.51 3.071 46.581 820.0 i 17.07! 17.981 9.9: 0.21! 13.46 

HP仰一 | O 01 O 00| O 00| O 1l O 001 O oo i 16| O 031 192 
HC03

- 9.2 I 0.15 I 2.28 ! 33.6 I 0.55 I 0.58 ! 53.0 l 0.87 I 55.77 

COS2- 27.0 
1 
0.90 

I 

13.66 
I 

3.0 
I 

0.10 1 0.11! 1.8 1 
0.06 

I 
3.85 

計 l270.71 6.59 I 
10O. 
1 
3596. 94.95

1 
100. 79.71 1.561 100 

主-些一一竺一一仁一一人I_~巴 i lf- 一一ベ
I___~~__I

一一一
~I

H2Siω 103.1 
I 
1. 32 

I 
45.5 
I 
0.58 

i

山 51 1.43 
HB02 2.8 1 0.06 1 40.1 I 0.92 I 8.8 I 0.20 

CO2 - 1 - I - 1 - ! 
- -1 

H2S -1 -1 -1 -1 -1 

計 1白川1.iE1 l …| … 
ふ.3 1.ム|

「示l-ILiJLJ;ふ ---1 一両三アルカリ性単純温泉 l カルシウム・ナトリウムー!単 純 温 泉
(旧泉質名) I 単純温泉)-暗際空塩化土類泉) [(単純溢泉)
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m 川 1
m 凶 %1

j 

鉛 49I 100. 1 

mg I m 叫 1
m 叫 %l m valm叫 %1

100. 14526400. 9 
I 
100. 
1 
92.4 I1.80  

I 
100 

ナトリウム一塩化物強塩出泉 | 単 純 温 泉 | 

Nム36大山温泉

(やすらぎ温泉)

むつ市大曲 1丁目91

58. 1. 26 

37.0 (2.0) 

500 

1200 

7.2 

7.30 

1.0022 

5.349 

mg 

1. 70 

0.50 

1.67 

5.416 

2.49 

0.02 

4.52 

7.01 

0.01 

0.03 i 

0.02 I 

0.00 I 

Nム37長苗代温泉

(寿楽温泉)

八戸市大字長苗代字前田32--1

Nム38浪館温泉

(大福湯温泉)

青森市大字浪館字浅井19-26

58. 1. 28 

40.0 (12.0) 

220 

700 

58. 2. 3 

37.0 (0.0) 

800 

7.2 8.3 

6.98 

1.0156 

8.60 

0.9983 

23.47 0.1813 

0.01 

0.00 

0.0。
0.00 

0.01 

0.02 

0.09 

0.19 

0.00 

0.01 

0.02 

0.05 

0.1 

0.0 

0.1 

0.0 

0.58 

0.00 

0.00 

0.00 

395.5 
1 
100. 38.51 

m 川
1

m 刈%mg 

0.8 

13580. 11. 7 

43.1 0.1 

0.0 八
UハUハUハリハUハU1.7 

7.78 

0.56 

61.11 

11.11 

ナトリウム塩化物温泉
(~~食塩泉)
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源 泉 名 Nム39鶴ケ坂温泉 I No. 40門戸沢温泉 No. 41木筒温泉

(温 泉 名) ! (鶴ケ坂リゾートハイツ温泉)i (下川温泉鶴寿温泉)

湧 出 地|青森市大字鶴ケ坂字早稲田 l黒石市大字二庄内門戸沢 i 北津軽郡鶴田町大字木筒
I 171--22 1-1 字西柳川61-2 

調査年月日 58. 2. 4 58. 2. 7 

泉温(気温)oC I 44.0 (2.0) 78.4 (0.0) 62.0 (4.0) 

湧出量 p/min 1000 おo 500 

掘さく深度 (m) 800 500 

pH値湧出地 7.9

試験室 7.86 7.64 

密度 (2QO/ 4 0) I 1. 0悌6 O. 9990 1. 0056 

蒸発残留物(g/kg)I 14.19 1.095 9.921 

陽イオン 1 mg I m val 1m 叫 %1 mg 1m 川 1mval %mg  1 m val 1m val % 

H+ - I - I - I -- I - 1 - 1 - I -- I 

Na+ 4560. I 198.31 83.851 285.4! 12.41 I 84.771 3562. 154.9 

K+ 238.3 I 6.09 i 2.58! 15.5 I 0.40 I 2.73 I 233.3! 5.97 I 3.64 

NH4+ 1.91 0.10 I 0.04 i 0.61 0.031 0.20 1 7.0 1 0.391 0.23 

Mg2+ 50.5 I 4.16 I 1.76 I 0.4 I 0.03 i 0.20 I 1.3 I 0.11 I 0.07 

Ca2+ 556.4 1 27.761 11.74! 33.51 1.671 11.41! 48.71 2.431 1.48 

A 13 + O. 1 1 0 . 01 1 0 . 00 1 O. 2 1 0 . 02 I 0 . 14 1 0 . 0 1 0 . 00 ! 0 . 00 

Mn2十 o.9 I 0 . 03 I 0 . 01 I 0 . 0 I 0 . 00 I 0 . 00 ! O. 1! 0 . 00 I 0 . 00 

Fe2+十Fe3+ 0.6 ! 0.02 I 0.01 I 1.4 I 0.05 ! 0.34 I 0.5 I 0.02 i 0.01 

L i + O. 1 I 0 . 01 I 0 . 00 1 O. 2 1 0 -03 I O. 20 I O. 1 I 0 . 01 I 0 . 01 

___ H ~__~I竺竺.:...._1~2~~い?二ι33ー 14.64 1 10o二?と止-竺:
一空J オ ン I mg 1 m val 1m val%1 mg 1m 凶 1mval %1 mg I m 叫 1m川%

F - 1. 2 I 0 . 06 I 0 . 03 ! 2 . 8 I O. 15 I 1. 00 I 1. 8 I 0 . 09 I 0 . 05 

Cl- I 8390. I 236.6 98.56 I 214.6 I 6.05 I 40.47! 5542. 156.3 I 94.10 

Br一 28.8I 0.36 I 0.15 i 0.4 1 0.01 I 0町 18.41 0.23 1 0.14 

1- 1.1 I 0.01 I 0.00 i 0.61 0.00 1 0.00 ! 3.0 1 0.02 1 0.01 

OH- ー| 一一 -1 -1 -! 
HS一-i -1 -1 -1 ←|ー -1

S042- 0.5[ 州 o. OO! 345 . 4 1 7 . 19 I 48 . 09 I 3 . 7 1 0 . 08 1 0 .05 

HP042- 0.5 ! 0.01 1 0.00 1 0.2 1 0.00 i 0.00 1 0.2 I 0.00 1 0.00 

HC03- 183.1 I 3.00 I 1.25 I 94.6 I 1.55 i 10.37 I 558.3 I 9.15 I 5.52 

codl-l-l-lil-i60  1 OmlO  12 

計 l8605. I 240.1 100. 658.61 14.95I 100. I 6133. I附 1 I 100 

遊離巴仁一一 1mmo~I 土L巴ーピ (」じ竺!-l
H2Si仇 108.7I 1. 39 I 157.7 I 2.02 I 178. 1 I 2.28 ! 

HBU2 129.3 I 2.95 I 35.1 I 0.80 i 110.2 I 2.52 

CO2 22.0 1 0.50 ! 3.5 1 0.08 1 - 1 

l i |i-|-llF|  

~t____I~~止;jJjHlJJiiJ-qll;企J空
成分総計山 14.27 1.192 

札泉質~~I 袖リ官官ヒ物資手 it官民とて7ifl消リ官官七物資手
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No. 42清水富田温泉 |比 43前田ノ沢温泉 I No. 44新田温泉

(弘前リンゴ温泉グリーンヒル温泉リゾート温泉やまびこ)

弘前市大字清水富田字寺沢52--1 I 南津軽郡大鰐町大字長峰字前田ノ | 青森市大字新田字忍34-1
i 沢115--107

58. 2. 25 58. 2. 25 58. 3. 3 

31.2 (3.0) 43.0 (1.0) 46.4 (0.0) 

320 45 400 

500 1000 800 

7.6 10.21 7.4 

7.60 10.21 7.24 

0.9993 0.9985 1.0069 

ー ?g ] m vaI 1m川% mg m val ] m vaI %mg  m val I m vaI % 

422.7]8.4310041. 9 I 1. 85 I 100. I 4609. I 201.2] 100 

mg I m 凶 1m叫が mg m val I m val % I mg mω1m叫%

726.7]8.81 I 100. 61.21.841 10O. 7478.] 204.5 I 100 

一一J竺Ll !一一mg m一一ll i-?? JJ71?竺-
l;:;;l ly;:;;i l1:;:;lt;: 

二:二iljk;
ナトリウム一塩化物温泉 | アルカリ性単純品泉 ! ナトリウム一塩化物温泉 | 

ハU
A

U

ハ
リ
ハ
U

A
U

ハり

3.96 
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No. 45折橋温泉 No. 46町居温泉

(新折橋温泉) (平賀観光温泉〉

南橋津40軽-郡16碇ケ関村大字碇ヶ関字折 南30津4-軽3郡平賀町大字町居字山元

58 3. 4 58. 3. 11 

56.2 (2.0) 48.4 (4.0) 

260 200 

600 800 

6.6 8.5 

6.68 8.56 

1.0070 0.9990 

10.89 0.7221 

名

)

地

日

℃

m

)

地

室

つ

必

一

ン

名

)

m

m

4

川
崎
一

:

月

温

U

U

(

出
験
引
/
沼
一
寸

気

d

度

初

物

一

-

ノ

泉

泉

出

年

記

一
(

量

深

湧

試

(

留

一

'

t

査

温

出

パ

値

度

践

一

ィ

源

G
湧

調

泉

湧

批

同

密
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